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移住に対する考え方、南魚沼市の認知度を調査しました
　３月17日㈯、18日㈰にアウトドアブランドの株式会社モ
ンベルが主催する「モンベルフレンドフェア横浜」にて、
100人に対し、市の認知度やイメージ、移住に対する考え方
について調査を行いました。今回はその一部を紹介します。

【市の認知度・イメージ調査】
　市の認知度は100人中96人が「市を知っている」と回答し、「南魚沼でイメージするものは？」と
いう質問にはほとんどの人が「米」「コシヒカリ」と回答しています。
　また、「移住すると仮定して雪への不安がありますか？」との質問には「冬の交通状況が不安」や「豪
雪時に食料が確保できるか不安」といった回答が８割を超えました。
　これらの回答から、引き続き「整った除雪体制」や「雪国ならではの暮らしの魅力」などをＰＲし、
移住に対する不安を払拭できるよう活動を行っていきます。

空き家利活用のための補助金の募集を開始しました
空き家バンクへの物件登録を、「家財道具が残っていて登録できない」という理由であきらめてい

ませんか？
空き家バンクに登録し、空き家を売却、賃貸しようとする人が家財道具などの処分を行う場合、そ

の費用の一部を助成し、空き家の有効活用を促進します。

すてきな人、とっておきの場所をご紹介ください
移住定住を促進するためには、市に住むよろこびや市の魅力を市外の人に

向けて情報発信することが大切ですが、まだみなさんに知られていないすて
きな人、魅力的な場所があるのではないでしょうか？

市では「LMU」、「LIFE in」などの冊子の発行やウェブサイトを通じて発
信していますが、さらに市の魅力を発見し市外の人にさ
まざまな方法で発信していきたいと考えています。

ぜひ、市に暮らす「すてきな人」「とっておきの場所」
などの情報をお寄せください。 LMULife in

空き家バンク制度を活用しませんか？
市では、空き家を売りたい・貸したいと考えている人から物件を登録してもらい、利用を希望する

移住者などへ紹介する制度を平成29年度から開始しています。少子高齢化などのさまざ
まな理由で空き家となった住宅が市内に増えています。空き家を有効活用することは、移
住定住の促進や地域の活性化にもつながります。

まずは、右のＱＲコードからウェブサイトをご覧ください。 空き家バンク
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～ boast of my country ～

スペイン王国 クリストバル カナルズ ディダク さん

私の国はこんなところ
　私は、バルセロナ出身です。スペインの首都マド
リードの次に大きな街です。公用語はスペイン語で
すが、地方公用語にカタラン語もあります。気候は、
日本のように四季があり、地中海に面する地域は温
暖で過ごしやすく、北部のピレネー山脈は冬に雪が
積もります。この風土が生み出す海の幸、山の幸を

よく生かしているのがスペイン料理で、旅行者にも人気です。一般的なスペイ
ン料理の「パエリア」はバレンシアが発祥の地で、カタラン語でフライパンを
意味します。パエリアでわかるように、私たちの国でもお米が生産され、食し
ています。

南魚沼市に住んで感じたこと
　私が南魚沼にやってきたのは、１月の始めです。最初に見た景色は２メート
ルもの雪に閉ざされた街でした。豪雪地だとは知らず、野外での活動は挑戦で
した。浦佐毘沙門堂裸押合大祭に参加することができました。この経験は、間
違いなく一生の思い出です。春の桜を楽しむことなく帰国するのはとても残念
ですし、周辺の山にも登りたかったです。また戻って来られる日を楽しみにし
ています。

スペイン王国
［公用語］スペイン語
［首　都］マドリード
［面　積］504,782km2（50位）
［人　口］46,524,943人（29位）
［GDP（PPP）］1兆3,968億ドル（11位）
［通　貨］ユーロ （EUR)
※GDPは国内総生産のことで、購買力平価

説（PPP）により算出した数値です
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・
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。
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？
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。
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ら
れ
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入
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得
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す
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迷
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。

　

人
は
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き
方
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人
か
ら
し
か
学
べ
な
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と
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い
ま
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昨
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成
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前
に
「
よ
き
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る
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？
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て
も
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た
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あ
る
。
今
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の
講
演
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っ
て

も
母
校
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あ
る
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に
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何
事
か
の

気
付
き
を
与
え
た
で
し
ょ
う
。「
超
え
た

い
」
と
発
奮
し
て
ほ
し
い
。
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問
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市
民
ふ
れ
あ
い
講
座
は
、
市
の

職
員
が
集
会
な
ど
に
直
接
出
向

き
、
講
座
一
覧
に
掲
げ
た
施
策
や

事
業
な
ど
を
わ
か
り
や
す
く
説
明

す
る
事
業
で
す
。

　
気
軽
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

対
象

　

お
お
む
ね
10
人
以
上
の
市
民
が

参
加
し
、
市
内
で
開
催
さ
れ
る

集
会

会
場
の
手
配

　

集
会
の
開
催
・
運
営
、
会
場
の

手
配
な
ど
は
申
込
者
が
行
っ
て
く

だ
さ
い
。（
25
番
の
火
災
予
防
教

室
は
除
く
）

実
施
す
る
日
時

　

原
則
と
し
て
、
希
望
に
合
わ
せ

ま
す
。

　

時
間
は
午
前
９
時
〜
午
後
９
時

の
間
で
、
１
講
座
の
所
要
時
間
は

約
１
時
間
で
す
。（
24
番
の
普
通

救
命
講
習
会
は
約
３
時
間
）

講
座
メ
ニ
ュ
ー

　

希
望
の
講
座
を
下
記
の
講
座
一

覧
か
ら
選
択
し
て
く
だ
さ
い
。
一

覧
以
外
の
内
容
を
希
望
す
る
場
合

は
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

費
用

　

市
職
員
の
派
遣
費
用
、
資
料
代

は
不
要
で
す
。

　

集
会
の
開
催
・
運
営
経
費
、
会

場
使
用
料
、
有
料
の
資
料
を
指
定

し
た
場
合
の
経
費
は
、
申
込
者
で

ご
負
担
く
だ
さ
い
。

申
込
み

　

開
催
希
望
日
の
14
日
前
ま
で

に
、
申
込
書
を
秘
書
広
報
課
か
、

講
座
担
当
課
に
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

　

後
日
、
決
定
通
知
書
を
送
付
し

ま
す
。

※
郵
送
・
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
も
申
込

み
可
。
申
請
書
は
、
秘
書
広
報

課
、
大
和
・
塩
沢
市
民
セ
ン
タ

ー
ま
で
（
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）

注
意　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
市
民
ふ
れ
あ
い
講
座
は
要
望
や

苦
情
相
談
な
ど
を
行
う
場
で
は
あ

り
ま
せ
ん

平成30年度　市民ふれあい講座一覧
番号 メニュー名 内　　　容 担当係・班名
1 南魚沼版CCRC構想 南魚沼版CCRC構想の概要 U&Iときめき課

まちづくり班
2 防災座談会 防災や災害に対する疑問や意見を少人数（最大10人）の座談会方式で

行う 総務課 防災庶務班
3 住民税・所得税のしくみ 所得計算、市・県民税と所得税の申告 税務課 市民税係
4 農業所得 収支内訳書、減価償却費 税務課 市民税係
5 考えようごみ問題 ごみの分別と再資源化、ごみ処理の現状と問題点 廃棄物対策課

廃棄物対策係
6 新ごみ処理施設の将来像 南魚沼市、魚沼市、湯沢町の２市１町で整備する新ごみ処理施設（平成

37年度供用開始予定）などを紹介
廃棄物対策課
新ごみ処理準備係

7 障がいのある人への理解を深めよう 障がい特性の理解 福祉課 障がい福祉係
8 介護保険のしくみと利用方法 介護保険のしくみ、利用方法、介護保険サービス事業所の紹介 介護保険課 介護保険係
9 介護予防でいきいき生活 介護予防のポイント、介護予防事業の紹介 介護保険課 各地域

包括支援センター
10 認知症サポーター養成講座 認知症の正しい理解と接し方 介護保険課 各地域

包括支援センター
11 出張健康講座 自己流ではない自分に合った食事の方法を学習 保健課 保健業務班
12 ウォーキングロード・健康

ウォーキング
地域のいいところを発見しながら、市内の健康ウォーキングロードを歩
きます 保健課 保健業務班

13 血圧の正しい測り方から学ぶ
健康管理

健康的な生活には血圧の管理が大切です。あなたの血圧の知識は古いか
も？ 保健課 保健業務班

14 南魚沼市民の血管が危ない！ 市民の健康実態を知って、健診結果を活用しましょう 保健課 保健業務班
15 楽しく食育 乳幼児期から老齢期までの食育を学習（料理講習も開催可） 保健課 保健業務班
16 飲酒と心の健康

～お酒の上手な飲み方～ お酒の賢い飲み方を教えます 保健課 保健業務班

17 うつ病の理解と対応、
心のサポートを考える ストレスを乗り切るために必要なことや、サポート方法などを学習 保健課 保健業務班

18 お口の健康教室 健康の第一歩はお口から。80歳になっても20本以上の健康な歯を保つ
ための方法を学習 保健課 保健業務班

19 がん予防と早期発見 生活習慣の改善でがん予防。健診、人間ドックやがん検診の必要性と効
果を学習 保健課 保健業務班

20 ことば・こころを育む
育児力アップ講座

赤ちゃんの言葉と心の成長を促す関わり方、スキンシップなどを教え
ます 保健課 保健業務班

21 子どもの上手なほめ方 叱ることを減らしてほめ上手になることを教えます 子ども・若者育成支援
センター 育成支援係

22 心通う人間関係づくり 小・中学生の保護者を対象に、心通う人間関係づくりを教えます 子ども・若者育成支援
センター 育成支援係

23 南魚沼市の文化財 市の文化財の説明 社会教育課 文化振興係
24 普通救命講習会 心肺蘇生法・止血法・AED使用法など 消防本部 警防課 救急係
25 火災予防教室 消火器・公設消火栓の使い方など（会場：南魚沼市消防本部） 消防本部 予防課 予防係
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市 税 納 期平成30年度 【問合せ】税務課 収税班
☎773-6669

平成30年度 各税目納期一覧表
５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10 月 11 月 12 月 １月 ２月 ３月

市・ 県 民 税 1 期 ２期 ３期 ４期
固 定 資 産 税
都 市 計 画 税 1 期 ２期 ３期 ４期

軽 自 動 車 税 全期
国民健康保険税 1 期 ２期 ３期 ４期 ５期 ６期 ７期 ８期 ９期 10 期
納 期 限 日
( 口 座 振 替 日 ) ５/31 ７/ ２ ７/31 ８/31 10/ １ 10/31 11/30 １/ ４ １/31 ２/28 ４/ １

(納税通知書が届いたら、必ず開封し納期限までに納めてください)

　市税納期限メールお知らせサービスをご利用ください　
　登録いただいた人に、市税の納期限日をメールでお知らせする「市税納期限お知ら
せ」サービスがあります。各税目の期別ごとに配信しますので、「納期限のうっかり
忘れ防止」、「口座振替の残高チェック」にご利用ください。
　登録は無料で、納税通知書の発送（当初発行分のみ）もお知らせします。
　　登録はこちらから　　zeimu＠minami-u.jp
◆登録方法
①上記アドレスに空メール（件名・本文なし）を送信（迷惑メール対策などの設定で受信できない場合は、
「＠minami-u.jp」を受信できるように設定してから送信）

②「登録通知」メールを受信したら指定URLをクリックし、「希望する税目」「お知らせ」をチェック
③情報入力後、「登録」ボタンを押して完了

　安全・確実な 口座振替（口座からの自動引き落とし）が便利です　
　口座振替日の前営業日（営業時間内）までに入金ください。残高不足で口座振替できなかった場合は、
届いた｢口座振替不能通知書｣を使用し、現金で金融機関、コンビニエンスストア、市役所各庁舎で納めて
ください。
◆手続き
　市内の金融機関　　通帳、届出印、納税通知書を持参し、｢口座振替依頼書｣を記入して金融機関の窓口に提出　
※｢口座振替依頼書｣は各金融機関にあります
　郵 送 専 用 用 紙　 　市ウェブサイトから「口座振替依頼書」をダウンロードし、税務課に提出
※詳しくは、市ウェブサイトをご覧ください
◆開始日
　｢口座振替依頼書｣を提出すると、提出日の翌月の納期分から口座振替が開始されます。
　ただし、５月に提出した人は７月からの開始となります。ご注意ください。
◆口座振替の終了や振替方法変更
　「口座振替を終了」「期別振替から全納」「全納から期別振替」など、振替方法を変更する場合は、税務
課か大和・塩沢市民センターで振替日の10日前までに手続きしてください。

　コンビニエンスストアで納税できます　
　納税できるコンビニエンスストアは、納税通知書の裏面に記載してあります。取扱期限にご注意ください。

　市税の納税は、南魚沼市スタンプ・ポイント連合会のＴＡＸサポート券が使用できます　
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納
税
義
務
者
は
４
月
１
日
の
所
有
者

　

納
税
通
知
書
に
は
、
４
月
１
日
現
在
の

登
録
内
容
が
記
載
し
て
あ
り
ま
す
。
す
で

に
手
放
し
た
車
両
に
課
税
さ
れ
る
場
合

は
、
次
の
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

・
４
月
２
日
以
降
に
廃
車
（
譲
渡
）
の
手

続
き
を
し
た
場
合

　

１
年
分
課
税
（
月
割
は
あ
り
ま
せ
ん
）

・
変
更
・
廃
車
手
続
き
を
し
て
い
な
い
場

合１
年
分
課
税
。
来
年
の
３
月
末
ま
で
に

手
続
き
を
し
な
い
と
、
来
年
度
以
降
も

課
税
さ
れ
ま
す
。
早
急
に
手
続
し
て
く

だ
さ
い
。

納
税
証
明
書

　

車
検
に
必
要
で
す
。
車
検
証
と
一
緒
に

保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

　

口
座
振
替
の
納
税
証
明
書
は
、
６
月
８

日
㈮
に
送
付
し
ま
す
。

　

口
座
振
替
納
税
の
場
合
の
有
効
期
限

は
、
平
成
31
年
６
月
15
日
㈯
で
す
。

車種区分 税率 車種区分 税率

原付

50cc以下 2,000円 軽二輪（125cc超250cc以下） 3,600円
50cc超90cc以下 2,000円 小型二輪（250cc超） 6,000円
90cc超125cc以下 2,400円 小型特殊

自動車
農耕作業用のもの 2,400円

ミニカー 3,700円 その他のもの 5,900円
雪上車 3,600円

　

一
定
の
要
件
を
満
た
す
障
が
い
の
あ
る

人
の
軽
自
動
車
税
を
減
免
す
る
制
度
が
あ

り
ま
す
。

　

減
免
に
は
申
請
が
必
要
で
す
。
減
免
対

象
に
な
る
か
は
、障
が
い
の
種
別
や
等
級
、

車
両
の
使
用
状
況
な
ど
で
異
な
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
交
付
さ
れ
た
手
帳
別
の
要
件　

身
体
障
害
者
手
帳

　

障
が
い
の
種
別
や
等
級
に
よ
っ
て
異
な

り
ま
す

療
育
手
帳

　

障
が
い
の
程
度
が
「
Ａ
」
で
あ
る
人
が

対
象

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

　

障
が
い
の
等
級
が
「
１
級
」
で
、
自
立

支
援
医
療
（
精
神
）
受
給
者
証
の
交
付
を

受
け
る
人
が
対
象
（
所
得
制
限
に
よ
り
、

受
給
者
証
の
交
付
が
な
い
場
合
は
、
医
師

の
通
院
証
明
書
で
も
可
）

申
請
期
間

　

４
月
２
日
㈪
〜
５
月
31
日
㈭

原付・軽二輪・小型二輪・小型特殊・農耕車の税率

軽自動車の税率平成30年度 【問合せ】税務課 市民税係
☎773-6668

車種区分
平成17年3月

までに初度検査を
受けた車両

平成27年3月31日ま
でに初度検査を

受けた車両

平成27年4月1日以降
に初度検査を
受けた車両

三輪 4,600円 3,100円 3,900円

四輪
以上

乗用
自家用 12,900円 7,200円 10,800円
営業用 8,200円 5,500円 6,900円

貨物
自家用 6,000円 4,000円 5,000円
営業用 4,500円 3,000円 3,800円

三輪・四輪以上の軽自動車

【
問
合
せ
】税
務
課 

市
民
税
係

☎
7
7
3

−

6
6
6
8

軽
自
動
車
税
納
税
通
知
書
を

５
月
16
日
㈬
に
発
送

［
納
期
限
は
５
月
31
日
㈭
］

【
問
合
せ・申
込
み
】

　
税
務
課 

市
民
税
係

☎
7
7
3

−

6
6
6
8

軽
自
動
車
税　

障
が
い
者
へ
の
減
免
制
度

　

納
税
証
明
書
に
関
す
る
問
合
せ
は
、
税

務
課
収
税
班
☎
７
７
３

−

６
６
６
９
ま
で
。
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マ
ル
チ
商
法
や
資
格
商
法
、
多
重
債
務

な
ど
お
金
に
ま
つ
わ
る
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル

で
お
悩
み
の
人
に
、
弁
護
士
に
よ
る
無
料

法
律
相
談
を
毎
月
行
っ
て
い
ま
す
。

※
弁
護
士
と
の
相
談
時
間
を
有
効
に
使
え

る
よ
う
、
申
込
み
時
に
相
談
の
概
要
を

相
談
員
が
伺
い
ま
す

日
時　
５
月
24
日
㈭　

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

会
場　
本
庁
舎 

南
分
館
１
階

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

相
談
時
間　
１
件
約
30
分

申
込
み

　

前
日
正
午
ま
で
に
電
話
で
ご
予
約
く
だ

さ
い
。

　

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
は
、
多
重
債
務

も
含
め
、
消
費
者
の
み
な
さ
ん
の
相
談
に

応
じ
ま
す
。
身
近
な
相
談
窓
口
と
し
て
気

軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

固
定
資
産
税
の
納
税
通
知
書
を
発
送
し

ま
す
。

　

同
封
の
課
税
明
細
書
は
、
確
定
申
告
時

に
、
農
業
所
得
や
不
動
産
所
得
の
必
要
経

費（
租
税
公
課
）の
計
算
に
役
立
ち
ま
す
。

平
成
31
年
の
申
告
時
期
ま
で
保
管
す
る
こ

と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

家
の
税
金
が
高
く
な
る
場
合

　

納
税
通
知
書
を
発
送
後
、「
家
の
税
金

が
高
く
な
っ
た
」
と
い
う
問
合
せ
が
あ
り

ま
す
。

　

こ
れ
は
、
床
面
積
２
８
０
平
方
メ
ー
ト

ル
以
内
の
新
築
住
宅
の
場
合
に
、
居
住
用

部
分
の
床
面
積
１
２
０
平
方
メ
ー
ト
ル
ま

で
の
税
額
を
、
２
分
の
１
に
減
額
す
る
特

例
が
３
年
間
で
終
了
す
る
た
め
で
す
。
こ

の
た
め
、平
成
26
年
に
新
築
し
た
住
宅
は
、

平
成
30
年
度
か
ら
通
常
の
税
額
で
課
税
さ

れ
ま
す
。

土
地
、
家
屋
を
売
っ
た
の
に
課
税
さ
れ
て

い
る
場
合

　

固
定
資
産
税
は
、
毎
年
１
月
１
日
現
在

の
登
記
簿
上
の
所
有
者
に
課
税
さ
れ
ま

す
。
売
買
契
約
が
終
了
し
て
も
、
新
し
い

所
有
者
が
登
記
を
行
っ
て
い
な
い
場
合
、

前
所
有
者
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

軽課（軽減）基準

グリーン化特例制度（軽自動車税の軽減）【問合せ】税務課 市民税係
☎773-6668

　平成29年度に新規登録した軽自動車で、排出ガス性能と燃費性能が優れた車には、平成30年度の
軽自動車税に限り、環境性能に応じたグリーン化特例（軽課）を適用します。
対象車　平成29年4月1日～平成30年3月31日に新車登録した軽自動車
軽課（軽減）基準
①電気軽自動車・天然ガス軽自動車：75％軽減
※天然ガス軽自動車は、平成30年排出ガス規制に適合するものまたは平成21年排出ガス規制に適合

し、かつ平成21年排出ガス基準値より10％以上窒素酸化の排出量が少ないものに限ります
②  乗用  平成32年度燃費基準+30％達成車・ 貨物  平成27年度燃費基準+35％達成車：50％軽減
③  乗用  平成32年度燃費基準+10％達成車・ 貨物  平成27年度燃費基準+15％達成車：25％軽減
※②と③は、平成17年排出ガス基準75％低減達成車、または平成30年排出ガス基準50％低減達成

車に限ります。燃費基準の達成状況は、自動車検査証の備考欄に記載があります

車種区分
グリーン化特例（軽課税率）

75％軽減 50％軽減 25％軽減
三輪 1,000円 2,000円 3,000円

四輪
以上

乗用 自家用 2,700円 5,400円 8,100円
営業用 1,800円 3,500円 5,200円

貨物 自家用 1,300円 2,500円 3,800円
営業用 1,000円 1,900円 2,900円

【
問
合
せ
】

　
税
務
課 

資
産
税
班

☎
7
7
3

−

6
6
6
8

固
定
資
産
税
の
納
税
通
知
書
を

５
月
16
日
㈬
に
発
送
し
ま
す

　

１
月
２
日
以
降
に
取
り
壊
し
た
家
屋
も

１
年
間
課
税
さ
れ
ま
す
。
家
屋
を
取
り
壊

し
た
場
合
は
、
税
務
課
資
産
税
班
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
・
申
込
み
】

　
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

☎
7
7
2

−

2
5
4
1

弁
護
士
に
よ
る
『
消
費
生
活
』

無
料
法
律
相
談
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売
買
な
ど
の
取
引
や
業
務
上
の
証
明
行

為
な
ど
に
使
用
す
る
「
は
か
り
」
は
、
計

量
法
で
２
年
に
１
回
の
定
期
検
査
が
義
務

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
定
期
検
査
を
受
け

て
い
な
い
「
は
か
り
」
や
不
合
格
の
「
は

か
り
」
を
使
用
す
る
と
、
計
量
法
で
罰
せ

ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

前
回
検
査
を
受
け
た
人
と
事
業
所
に
、

事
前
調
査
書
を
送
付
し
ま
す
。
必
要
事
項

を
記
入
し
、
商
工
観
光
課
に
返
送
し
て
く

だ
さ
い
。

　

新
し
く
事
業
を
始
め
た
人
な
ど
、
事
前

調
査
書
が
届
か
な
い
場
合
は
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

定
期
検
査
対
象
の
「
は
か
り
」
例

・
商
店
・
露
店
・
行
商
な
ど
で
、
商
品
の

計
り
売
り
に
使
用
す
る
も
の

・
病
院
・
薬
局
な
ど
で
、
薬
の
調
剤
用
に

使
用
す
る
も
の

・
病
院
・
医
院
・
診
療
所
・
学
校
・
幼
稚

園
・
保
育
園
な
ど
で
、
健
康
診
断
・
身

体
検
査
用
に
使
用
す
る
も
の（
体
重
計
）

・
運
送
業
者
な
ど
が
、
貨
物
運
賃
の
算
出

な
ど
に
使
用
す
る
も
の
（
宅
配
便
の
取

次
店
を
含
む
）

・
農
業
・
漁
業
な
ど
に
従
事
す
る
人
が
、

　

春
は
空
気
が
乾
燥
し
、
風
が
強
い
た
め

林
野
火
災
が
起
き
や
す
い
季
節
で
す
。

　

森
林
や
森
林
に
近
接
し
て
い
る
土
地
で

の
野
焼
き
は
、
原
則
法
律
で
禁
止
さ
れ
て

い
ま
す
。
野
焼
き
を
行
う
場
合
は
、
事
前

に
農
林
課
に
申
請
し
、許
可
が
必
要
で
す
。

　

野
焼
き
（
火
入
れ
）
や
た
き
火
を
行
う

農
作
業
者
は
、
気
象
状
況
や
周
辺
の
状
況

に
注
意
し
、
消
火
用
の
水
を
近
く
に
用
意

し
、
火
の
後
始
末
を
確
実
に
行
い
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
タ
バ
コ
の
ポ
イ
捨
て
は
行
わ

な
い
で
く
だ
さ
い
。

　

林
野
火
災
を
発
見
し
た
ら
、
す
み
や
か

に
消
防
（
１
１
９
番
）
に
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

農
産
物
・
水
産
物
な
ど
の
売
買
や
出
荷

の
た
め
に
使
用
す
る
も
の
（
農
協
な
ど

で
、
再
計
量
す
る
も
の
は
除
く
）

・
工
場
・
事
業
所
な
ど
で
、
原
材
料
の
購

入
・
製
品
の
販
売
・
出
荷
や
納
品
検
収

用
に
使
用
す
る
も
の

・
公
共
機
関
へ
の
報
告
や
公
共
機
関
が
行

う
統
計
の
公
表
な
ど
に
使
用
す
る
も
の

・
大
型
計
量
器
や
土
地
、
建
物
に
固
定
さ

れ
た
計
量
器
を
所
有
し
て
い
る
事
業
者

（
計
量
士
に
よ
る
代
検
査
の
対
象
と
な

り
ま
す
）

そ
の
他

　

事
前
調
査
の
結
果
で
対
象
者
と
な
っ
た

人
に
、
一
般
社
団
法
人
新
潟
県
計
量
協
会

か
ら
検
査
日
の
お
お
む
ね
１
週
間
前
に
検

査
通
知
書
（
検
査
日
時
・
会
場
を
明
記
し

た
は
が
き
）
が
届
き
ま
す
。

　

検
査
手
数
料
は
、
検
査
当
日
に
現
金
で

お
支
払
い
く
だ
さ
い
。
そ
の
場
で
領
収
書

を
交
付
し
ま
す
。

出火原因は火の取扱いの不注意によるものが多いです。

林野火災の出火原因
（平成29年度新潟県内）

火入れ59%
その他
33%

たき火
8%

会　場 期日・受付時間

塩沢公民館

6月11日㈪　10：00～11：30　13：00～15：30
6月12日㈫　  9：00～11：30　13：00～15：30
6月13日㈬　  9：00～11：30　13：00～15：30
6月14日㈭　  9：00～11：30　13：00～15：30
6月15日㈮　  9：00～11：30　（午前のみ）

コミュニティホールさわらび
6月18日㈪　10：00～11：30　13：00～15：30
6月19日㈫　  9：00～11：30　13：00～15：30
6月20日㈬　  9：00～11：30　13：00～15：30
6月21日㈭　  9：00～11：30　（午前のみ）

平成30年度　特定計量器定期検査の日程

【
問
合
せ
】

　
農
林
課 

農
地
林
務
係

☎
7
7
3

−

6
6
6
3

林
野
火
災
に
ご
注
意
を

【
問
合
せ
・
申
込
み
】

　
商
工
観
光
課 

商
工
振
興
班

☎
7
7
3

−

6
6
6
5

「
は
か
り
」
の
定
期
検
査
を

受
け
ま
し
ょ
う
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５
月
12
日
は
「
民
生
委
員
・
児
童
委
員

の
日
」、12
日
～
18
日
は「
活
動
強
化
週
間
」

で
す
。
民
生
委
員
・
児
童
委
員
に
対
す
る

理
解
を
深
め
、
自
主
的
な
活
動
を
充
実
強

化
す
る
期
間
と
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
29
年
度
に
民
生
委
員
制
度
創
設

　

ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
な
ど
が
安
心

し
て
生
活
で
き
る
よ
う
に
、
民
生
委
員
・

児
童
委
員
が
65
歳
以
上
の
高
齢
者
な
ど
の

世
帯
状
況
調
査
に
伺
い
ま
す
。

実
施
時
期　
５
月
中
旬
～
６
月

対
象
世
帯

・
ひ
と
り
暮
ら
し
の
世
帯

・
高
齢
者
の
み
の
世
帯

・
高
齢
者
と
15
歳
未
満
の
み
の
世
帯

・
重
度
障
が
い
者
の
み
の
世
帯

　

調
査
結
果
は
、
見
守
り
活
動
や
介
護
予

防
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
案
内
な
ど
に
活
用
し

ま
す
。

　

障
が
い
者
差
別
解
消
法
は
、
障
が
い
の

あ
る
人
へ
の
差
別
を
な
く
す
こ
と
で
、
障

が
い
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
、
と
も
に
生

き
る
社
会
を
つ
く
る
こ
と
を
め
ざ
し
、
平

成
28
年
４
月
に
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

対
象
と
な
る
人
は

　

障
が
い
者
手
帳
を
持
つ
人
だ
け
で
は
な

く
、
身
体
障
が
い
、
知
的
障
が
い
、
精
神

障
が
い
（
発
達
障
が
い
を
含
む
）、
そ
の

ほ
か
心
身
の
機
能
に
障
が
い
が
あ
り
、
障

が
い
や
社
会
の
中
に
あ
る
障
壁
に
よ
っ
て

日
常
生
活
や
社
会
生
活
に
相
当
な
制
限
を

受
け
て
い
る
人
で
す
。

「
不
当
な
差
別
的
取
扱
い
の
禁
止
」
と

「
合
理
的
配
慮
の
提
供
」

　

障
が
い
者
差
別
解
消
法
で
は
「
不
当
な

差
別
的
取
扱
い
」
を
禁
止
し
、「
合
理
的

配
慮
の
提
供
」
を
求
め
て
い
ま
す
。

「
不
当
な
差
別
的
取
扱
い
」
と
は

　

正
当
な
理
由
な
く
障
が
い
が
あ
る
と
い

う
理
由
だ
け
で
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
拒
否

し
た
り
、
制
限
し
た
り
、
条
件
を
付
け
る

よ
う
な
行
為
で
す
。

〈
具
体
例
〉

・「
障
が
い
が
あ
る
」
と
い
う
理
由
だ
け

で
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
に
入
れ
て
も
ら
え

な
い
、
ア
パ
ー
ト
を
貸
し
て
も
ら
え
な

１
０
０
周
年
を
迎
え
、
平
成
30
年
度
は
次

の
１
０
０
年
に
向
け
て
新
た
な
一
歩
を
踏

み
出
し
ま
し
た
。「
活
動
強
化
週
間
」
に

お
い
て
は
、
関
係
団
体
が
積
極
的
な
Ｐ
Ｒ

活
動
を
展
開
し
ま
す
。

　

民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
で
は
、
こ

れ
ま
で
以
上
に
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の

存
在
と
活
動
に
つ
い
て
、
地
域
住
民
に
理

解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
広
報
・

周
知
活
動
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
オ
レ
ン

ジ
色
（
六
日
町
・
塩
沢
地
域
）
や
黄
色
（
大

和
地
域
）
の
ブ
ル
ゾ
ン
を
着
用
し
て
Ｐ
Ｒ

活
動
を
実
施
し
ま
す
。
気
軽
に
お
声
か
け

く
だ
さ
い
。

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
相
談
者
の

立
場
に
立
っ
て
、
心
配
ご
と
や
困
り
ご
と

を
解
決
す
る
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。
秘
密

は
必
ず
守
り
ま
す
。
安
心
し
て
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

い
な
ど

・
お
店
に
入
ろ
う
と
し
た
ら
、
車
い
す
を

利
用
し
て
い
る
と
い
う
理
由
で
断
ら
れ

た
「
合
理
的
配
慮
」
と
は

　

合
理
的
配
慮
は
、
障
が
い
の
あ
る
人
か

ら
「
社
会
の
中
に
あ
る
障
壁
を
取
り
除
く

た
め
に
何
ら
か
の
対
応
を
必
要
と
し
て
い

る
」
と
の
意
思
が
伝
え
ら
れ
た
時
に
、
負

担
が
重
す
ぎ
な
い
範
囲
で
対
応
す
る
配
慮

の
こ
と
で
す
。

〈
具
体
例
〉

・
車
い
す
利
用
者
が
、
建
物
の
入
り
口
に

段
差
が
あ
り
進
め
な
い
場
合
、
可
動
式

の
ス
ロ
ー
プ
な
ど
を
使
っ
て
補
助
す
る

・
意
思
を
伝
え
あ
う
た
め
に
、
絵
や
写
真

な
ど
の
カ
ー
ド
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
な

ど
を
使
う

国の行政機関・
地方公共団体

など
民間企業など

不当な
差別的
取扱い

禁止 禁止

合理的
配慮 法的義務 努力義務

八色の森市民まつりでの
活動を終えて

【
問
合
せ
】
福
祉
課 

障
が
い
福
祉
係

☎
7
7
3

−

6
6
6
7

障
が
い
者
差
別
解
消
法
を

ご
存
知
で
す
か

【
問
合
せ
】
福
祉
課 

高
齢
福
祉
係

☎
7
7
3

−

6
6
6
7

高
齢
者
世
帯
の
訪
問
調
査
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

【
問
合
せ
】
福
祉
課 

高
齢
福
祉
係

☎
7
7
3

−

6
6
6
7

５
月
12
日
は「
民
生
委
員・児
童
委
員
の
日
」

※
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
名
簿
を
、

10
・
11
ペ
ー
ジ
に
掲
載

「不当な差別的取扱い」と
「合理的配慮の提供」

※
福
祉
課
窓
口
で
は
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を

設
置
し
て
い
ま
す
。
ご
活
用
く
だ
さ
い
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［任期：～平成31年11月30日］
南魚沼市民生委員・児童委員、主任児童委員名簿（５月１日現在）

大　和　地　域 塩　沢　地　域
氏　名 住　所 電話番号 担当区域

川 邊 　 滋 塩沢1488-1 782-0049 一分区
山 口 悦 男 塩沢55-9 782-9811 二分区
林 　 光 子 塩沢1319-1 782-1296 三分区（北側）
貝 瀬 幹 夫 塩沢1226-2 782-0178 三分区（南側）
長谷川正子 塩沢1090-2 782-2319 四分区
室 橋 好 子 塩沢227-2 782-0402 五分区
荒 井 良 美 塩沢1081-8 782-0829 六分区（南側）
南 雲 俊 子 塩沢853-7 782-2101 六分区（北側）
宮 田 　 正 中176 782-0776 目来田、中
峠 　 定 夫 樺野沢42 782-9060 樺野沢
若 井 行 雄 泉盛寺23-1 782-4072 天野沢、泉盛寺

田村千枝子 吉里2767 782-9021 栃窪、岩之下、
北山

富井𠀋一郎 吉里1068 782-3921 吉里
高 橋 重 勝 片田139 782-9182 思川、片田
中 嶋 京 子 竹俣167-2 782-0797 竹俣新田、竹俣
阿 部 正 廣 島新田443 782-0850 島新田、上十日町
上 倉 春 一 中野94-1 782-2005 中子、中野、古川

林 　 秀 夫 大里121 782-9695 大里、小木六、
八竜

林 　 茂 夫 大木六345 782-9610 小杉、大木六

福 山 賢 治 吉山新田31 782-2473 吉山、大木六原、
柄沢

平 賀 　 昇 仙石511 782-9698 仙石、徳田
今 井 良 江 舞子1515-3 782-9441 舞子　
廣 田 　 修 舞子1819-312 783-4857 万条、大原
種 村 宗 守 姥島新田593-8 783-2619 姥島、五丁歩

平 賀 信 子 中子新田乙200 782-1055 論丸、坪池、
五郎丸

林　由利子 石打664 783-2428 石打（南側）
髙 野 照 美 石打1853-5 783-3666 石打（北側）
武 淵 和 昭 関58-3 783-2044 関（南側）
林 　 初 惠 関1160 783-2221 関（北側）
飯酒盃政己 上野265 783-3270 上野

齋 木 計 治 上一日市317-5 783-4376 上一日市、下一日市、
宮野下、大和

木村美枝子 君沢716 783-4034 君沢
太田喜一郎 大沢67 783-2859 大沢
太 田 忠 夫 南田中411-1 783-3276 砂押、南田中
原澤てい子 早川355 782-1104 枝吉、早川
林 　 昭 彦 雲洞716-2 782-3858 雲洞
山 口 秀 子 三郎丸61-1 782-0521 長表、三郎丸
髙 橋 悦 男 長崎316-9 782-2588 金清坊、中之島
佐 瀨 良 政 長崎811 782-3132 上田掛之下、広道
川永喜美枝 長崎2905 782-3247 原芝野、横新田
阿 部 潤 子 台上28 782-3324 上神字、姥沢、台上
角 田 哲 夫 滝谷569 782-3241 滝谷、小松沢
貝 瀬 京 子 滝谷1052 782-1011 沢口、一之沢
小野塚彰一 清水467 782-3405 蟹沢、清水
桑 原 秀 幸 上十日町711-27 782-2765 主任児童委員
桑 原 　 博 塩沢1330-2 782-0272 主任児童委員
貝 瀬 米 子 滝谷112 782-3224 主任児童委員

氏　名 住　所 電話番号 担当区域
井 口 和 江 浦佐614-3 777-3464 本町、西浦、富町 
石 田 典 彦 浦佐1369-2 777-4718 新町、川原町

小 澤 義 篤 浦佐291-6 777-2526 浦佐門前、
浦佐上町、田町

小 島 弘 子 浦佐4428 777-3498 天王町（北西側）、
浅地町

行 方 和 弘 浦佐3768 777-2752 天王町（北東側）
川 上 和 夫 浦佐4582 777-3322 天王町（南側）
関 　 誠 五箇1060 777-3419 町屋、岩山、境川
若 井 敏 江 浦佐5881-5 777-4013 鰕島、浦佐八色

青木てい子 一村尾315-1 777-3027
一村尾（入町・
上村・前田・
中小路・酒町）、北

小 幡 與 一 一村尾578 777-2667
一村尾（田中・
上新道・中新道・
下新道）

佐 藤 　 厚 市野江乙306 025-759-2145 後山
佐 藤 眞 一 市野江丙407 025-794-5144 辻又
豊 野 　 賢 市野江甲157 777-3282 市野江、芹田
山 田 勝 實 九日町781-3 777-3005 九日町
荻 原 和 子 九日町3050-1 777-4015 猫道、名木沢
丸 山 　 学 今町173-5 777-4270 今町、城山新田
高 橋 秀 子 大崎71-2 779-2017 上一、上二、平沢 
松 田 賢 作 大崎4101-1 779-3284 原小路、寺中
池田美知子 大崎326 775-7096 横、下一、下二 

中 島 安 雄 大崎1692 779-2738
柳古新田、
今町新田、
海士ヶ島新田

関 　 昭 穴地232-1 779-2234 穴地、穴地新田、
八色原、国際町

米 山 裕 子 水尾401-3 779-2069 水尾（1・2） 
小 林 邦 男 水尾233-1 779-2726 水尾（3・4）
久保田はるみ 船ヶ沢新田500 779-4137 大倉、船ヶ沢新田

井 口 　 一 黒土新田57-4 779-3404 黒土、黒土新田、
荒金

今 井 茂 敏 桐沢130-1 779-3853 荒山、桐沢、
堂島新田

佐 藤 英 敏 茗荷沢591-10 779-3109 茗荷沢、
茗荷沢新田

梅 沢 孝 夫 大桑原666 779-4033 山崎新田、山崎、
谷地、高田、門前

永 井 榮 子 雷土58 779-3122 芋赤、湯谷、雷土、
雷土新田、前原町

小 倉 春 男 今町429 777-2189 主任児童委員
中 島 澄 江 大崎1867 779-2641 主任児童委員



市報 みなみ魚沼　平成30年5月1日発行11

六　日　町　地　域
氏　名 住　所 電話番号 担当区域

田 村 幸 一 六日町1006-2 772-3673 上町１丁目１区
中 澤 雅 美 六日町1098-4 773-6151 上町１丁目２区
湯 川 　 実 六日町940-2 772-3747 上町１丁目３区
久保田　薫 六日町789-14 772-3635 上町１丁目４区
佐 藤 忠 作 六日町1303-7 772-2708 上町２丁目
坂 西 和 子 六日町1833 772-2036 仲町 、旭町
澤 田 照 夫 六日町424-1 772-4446 大和町１丁目
金井惠美子 六日町460-5 773-6525 大和町２丁目
阿 部 俊 彦 六日町576-6 772-4510 栄町
伊 藤 尚 典 六日町180 772-3630 伊勢町  
上 村 洋 子 六日町2717 773-6422 緑町

大 平 力 男 六日町2013 772-3261
田中町（1〜3区と
旧国道291号より
東側）

岩 野 弘 一 六日町6-10 772-3836
田 中 町（ 旧 国 道
291号 よ り 西 側・
平手川より北側）

井口久美子 八幡17-1 772-3489 八幡１・２区
庭 野 　 泰 坂戸204-4 773-5170 坂戸（上）
石 塚 　 修 坂戸206-7 773-6761 坂戸（下）

戸 田 要 一 美佐島1739-2 773-5425
八幡3区、美佐島1
〜4（市道美佐島
国道17号線より南
側）・9・10区　

戸 田 耕 二 美佐島969 773-5594
美佐島3・4（市道
美 佐 島 国 道17号
線より北側）・5〜
7区、庄之又

吉 樂 　 學 美佐島81-14 773-3288 美佐島８区、北辰
阿 部 　 清 欠之上599 773-5584 欠之上 、川窪
發 地 　 豊 君帰264 770-2886 君帰   
小 林 雅 孝 余川1506-7 778-0093 余川本町
若 井 義 博 余川1590 773-5444 飯綱町
髙 村 悦 子 余川1378-14 772-7852 学校町1丁目、3丁目
河 野 陽 子 六日町2955 772-7446 学校町2丁目、4丁目
山 田 　 博 小栗山627 773-5081 小栗山1〜3区
渡 邊 　 隆 小栗山1502 773-5029 小栗山4・5区

大 平 文 利 六日町1069-7 772-3129 沖町、 西泉田（市
営住宅）

髙 野 　 誠 西泉田751 773-2285 西泉田（市営住宅
除く）、若葉町 

星 野 栄 子 東泉田710-3 773-2732 東泉田
本 多 茂 夫 大月209 772-4167 上大月、下大月

上 田 宗 徳 永松224 774-2410 蛭窪、原、日の出
町、永松

丸 山 満 雄 畔地716-1 774-2624 畔地、畔地新田、
小川

今井美与子 野中125 774-3153 清水瀬、野中、土
沢、舞台

勝 又 榮 一 中川728-3 774-3004
京岡、京岡新田、
中川、中川新田、
金城

井 嶋 正 晴 山谷1070 774-2431 山谷、宮村下新田

氏　名 住　所 電話番号 担当区域

松 井 春 一 宮1506 774-2722 宮（宮浦・宮中）、
深沢

角 田 敏 明 宮546-6 774-2838 宮（宮本・市営住
宅）

若 井 泰 子 津久野72 772-3833
岩崎、津久野上新
田、津久野（坂井・
旭町・団地）

山 田 幸 子 津久野下新田
228-1 772-3091

津 久 野（ 荒 谷・中
村・宮 ノ 脇・段 ガ
巾）、津久野下新田

石 田 良 男 二日町119 772-3693 二日町、津久野（市
営住宅）

内 田 知 子 妙音寺166-1 775-2055 野際、妙音寺、藤原、
法音寺、稲穂ヶ丘

関 　 達 雄 岡624 775-2054
岡、上出浦、下出
浦、上薬師堂、下
薬師堂

服 部 和 正 山口151 775-2346 山口、広堀、中手
原

佐 藤 　 修 田崎157-1 775-2154 田崎、新堀
野 上 明 雄 泉甲265 775-2511 新堀新田、泉
並木トヨ子 麓97-3 776-3319 麓
上村三代子 長森1072-2 775-3274 長森
種 村 悦 郎 上原221-5 775-2308 上原（下）

吉 田 英 子 上原41-14 775-2073 上原（上）、
池田原

久 川 　 勇 泉新田210-3 775-2229 下原、泉新田

髙 野 正 二 下原新田146-2 775-2493 下原新田、
長森新田

中 俣 一 雄 野田216 776-3371 野田、北田中
杉 野 博 道 四十日396 776-3550 四十日、西
中嶋ヒデ子 四十日20-11 776-3514 四十日新道

山 本 久 一 宇津野新田
421 776-3555 宇津野、青木

八 木 　 久 奥110 776-3097 奥、大杉
野澤憲之輔 寺尾718 776-3612 寺尾、押出
羽 吹 勇 男 五日町183-1 776-2412 五日町３区

井口フミ子 五日町1194-1 776-3064 五日町２区、
欠之下

恩田千惠子 五日町409-1 776-2313 五日町１区
井 口 幸 治 六日町942-1 773-6566 主任児童委員
若 井 利 信 新堀520 775-2606 主任児童委員
西野富次男 五日町2370-4 776-2860 主任児童委員
※一部常用漢字で表記しています
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積
雪
の
た
め
休
止
し
て
い
た
検
針
を
再

開
し
ま
す
。
冬
期
間
に
概
算
で
い
た
だ
い

た
料
金
を
精
算
し
、
６
月
中
旬
に
「
冬
期

精
算
通
知
書
」
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

冬
期
概
算
制
度

積
雪
の
多
い
期
間
（
12
月
〜
４
月
）、

前
年
の
実
績
な
ど
に
基
づ
い
て
設
定
し
た

概
算
料
金
で
支
払
っ
て
い
た
だ
き
、
５
月

の
検
針
結
果
で
精
算
す
る
制
度
で
す
。

使
用
水
量
が
多
い
場
合
は

「
上
下
水
道
使
用
量
の
お
知
ら
せ
」
に

記
載
し
た
水
量
は
、
12
月
～
５
月
の
使
用

量
か
ら
12
月
～
４
月
の
冬
期
間
の
認
定
水

量
を
差
し
引
い
た
使
用
量
で
す
。
利
用
人

数
が
増
え
た
な
ど
の
理
由
が
な
く
使
用
水

量
が
不
自
然
に
多
い
場
合
は
、
漏
水
の
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。
水
道
メ
ー
タ
ー
を
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

料
金
の
減
免
制
度

水
道
メ
ー
タ
ー
か
ら
蛇
口
ま
で
は
、
使

用
者
の
管
理
で
す
。
メ
ー
タ
ー
が
回
っ
た

分
は
、
理
由
を
問
わ
ず
支
払
っ
て
い
た
だ

く
こ
と
が
原
則
で
す
。
た
だ
し
、
善
良
な

管
理
を
行
っ
て
い
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
破

損
や
故
障
に
よ
る
や
む
を
得
な
い
漏
水

は
、
料
金
の
一
部
を
減
免
し
ま
す
。

必
要
書
類　
減
免
申
請
書
、
市
指
定
給
水

装
置
工
事
事
業
者
の
修
理
証
明
、
修
理
前

後
の
写
真
、
修
理
か
所
の
図
面

減
免
対
象
外
の
事
例

・
不
注
意
に
よ
る
流
し
っ
ぱ
な
し
、
一
般

的
に
想
定
で
き
る
破
損
な
ど
、
管
理
の

不
備
が
認
め
ら
れ
る
場
合

・
市
指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者
以
外
が

修
繕
し
た
場
合

漏
水
の
確
認
方
法　
①
家
中
の
蛇
口
を
す

べ
て
閉
め
て
、
水
道
を
使
用
し
て
い
な

い
状
態
に
す
る
、
②
水
道
メ
ー
タ
ー

ボ
ッ
ク
ス
を
開
け
、
メ
ー
タ
ー
を
見

る
、
③
パ
イ
ロ
ッ
ト
マ
ー
ク
が
少
し
で

も
回
っ
て
い
れ
ば
漏
水
で
す
。

　

漏
水
の
場
合
は
、
市
指
定
給
水
装
置
工

事
事
業
者
に
連
絡
し
て
、
修
理
を
依
頼
し

て
く
だ
さ
い
。修
理
費
は
自
己
負
担
で
す
。

メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
適
切
な
管
理
を

車
両
に
よ
る
破
損
や
沈
下
を
防
護
し
、

上
に
物
を
置
か
な
い
、
近
く
に
犬
を
つ
な

が
な
い
な
ど
、
検
針
が
で
き
る
状
態
を

保
っ
て
く
だ
さ
い
。

水
道
の
検
針
再
開
は
、５
月
20
日
～

パイロットマーク

毎年多発しているサルによる農作物被害を防止するために、平成29年度までに48の行政区が本事
業を活用し、サルの追い払い組織を立ち上げて、被害を減らすことに成功しました。
「地域の農作物は地域で守る」体制を構築することが、最も効果的な被害防止対策です。「正しい被

害防止の知識をみんなで共有」「サルが出没したら大勢で花火を撃ち、追い払いをする」「サルが隠れ
ないよう年に数回草刈りをする」「サルを呼び寄せる一番の原因である野菜くずや柿などを放置せず、
未収穫物を残さない」など、無理のない範囲の対策を地域全体で協力して行うことが重要です。

本事業を活用し、追い払い組織を立ち上げ、被害防止に向けて動き出しませんか？
農林課では、追い払い組織に情報提供や研修会の開催など、さまざまな支援を行います。

事 業 主 体　行政区内にサルの追い払い組織を設置し、サル被害防止活動を行う行政区
※平成27年から本事業を活用した組織は、３年間の補助対象期間

が終了したため、申請できません
補 助 要 件　サル被害防止活動を年間50日以上行うこと
補助対象期間　補助金申請初年度から３年間
　　　　　　　（３年で追い払い体制の基礎をつくる）
補 助 金 額　毎年度５万円（概算払い可）

事業の
概　要

地域の連携（知恵）でサルに勝つ！

有害鳥獣（サル）被害防止対策事業を実施
【申込み・問合せ】　農林課 農業振興係　☎773−6663

【
問
合
せ
】

南
魚
沼
市
上
下
水
道
料
金
セ
ン
タ
ー

☎
７
８
８
︲
０
２
２
０
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発
火
の
危
険
性
が
あ
る
家
庭
ご
み
に
つ

い
て
は
、
事
故
防
止
の
た
め
、
出
し
方
に

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

可
燃
ご
み

・
花
火

　

使
用
済
み
の
も
の
に
限
り
ま
す
。
水
に

濡
ら
し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

・
使
い
捨
て
ラ
イ
タ
ー

　
ガ
ス
を
出
し
切
っ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

不
燃
ご
み

・
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
・
ス
プ
レ
ー
缶

　

ガ
ス
を
使
い
切
り
、
穴
を
開
け
て
か
ら

出
し
て
く
だ
さ
い
。

・
乾
電
池
類

　

お
も
ち
ゃ
な
ど
の
電
池
は
取
り
外
し
て

出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
充
電
式
電
池
が
お
も
ち
ゃ
な
ど
か
ら
外

せ
な
い
場
合
は
、
無
理
に
取
り
外
す
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん

詳
し
い
ご
み
の
分
別
に
つ
い
て
は
、「
ご

み
の
分
け
方
・
出
し
方
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

経
済
産
業
省
で
は
、
１
年
間
の
生
産
活

動
に
伴
う
製
造
品
の
出
荷
額
、
原
材
料
使

用
額
な
ど
を
調
査
し
、
製
造
業
の
実
態
を

明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
に
工
業
統
計

調
査
を
実
施
し
ま
す
。

調
査
の
趣
旨
・
必
要
性
を
ご
理
解
い
た

だ
き
、
正
確
な
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

調
査
の
対
象　
製
造
業
を
営
む
事
業
所

調
査
基
準
日　
６
月
１
日
㈮

調
査
の
方
法

５
月
中
旬
か
ら
統
計
調
査
員
が
訪
問
す

る
か
、
国
か
ら
直
接
郵
送
で
調
査
票
が
届

き
ま
す
。

調
査
結
果
の
利
用

調
査
結
果
は
、
国
や
地
方
公
共
団
体
の

行
政
施
策
の
重
要
な
基
礎
資
料
や
、
大
学

や
民
間
の
研
究
機
関
、
学
校
の
教
材
な
ど

に
広
く
利
用
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
記
入
い
た
だ
い
た
調
査
内
容
の

秘
密
は
、
統
計
法
に
基
づ
き
保
護
さ
れ
ま

す
の
で
、
統
計
作
成
以
外
の
目
的
に
使
用

す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

発
火
の
危
険
性
が
あ
る
家
庭
ご
み
の

出
し
方

平
成
30
年
工
業
統
計
調
査
を
実
施

うちのグループで１階部分が水に浸かったところは、１戸１戸確認して回りました。それが100戸
以上。ある住宅では、車椅子の女性が膝ぐらいまで浸かっていたので、抱え出して小学校の方に避難
してもらいました。地元の人が「あそこは１人やから。車椅子じゃから」っていうから、家の中まで
入っていきました。

ただ、一般の人は、実際に自分のとこらへんに水の来んかぎり避難
所に行かんとです。「学校か公民館に避難してください」と言っても、

「いや、うちは来んでしょう」っていうような感じでね。川のすぐ近
くの人たちは避難するけど、もう１つこっちの道路になると溢れてな
ければ全然腰をあげません。「川の近くじゃけん、見える」とおっしゃっ
た人もおるけど、そこらへんが難しいなと。

川が溢れる時は、見る間にドーって増えるけんね。水が出てから
じゃ、逃げよう思っても逃げられんようになるってことを知っていて
もらいたいなと思いますね。

【問合せ】　総務課 防災庶務班　☎773−6660

水が出てからじゃ、逃げようと思っても逃げられない
～地域で声かけ、早めの避難が大事～ 福岡水害（平成15年７月）（福岡市　70代 男性）

一日前プロジェクト 災 に害 備 えて

【
問
合
せ
】　
廃
棄
物
対
策
課

☎
７
８
２
︲
０
３
３
９

【
問
合
せ
】　
企
画
政
策
課

☎
７
７
３
︲
６
６
７
２

工業統計イメージ
キャラクター

コウちゃん
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「 雑 がみ」を リ サイクルしましょう
【問合せ】廃棄物対策課 廃棄物対策係　☎782−0339

雑がみとは

新聞紙 紙パックダンボール シュレッド紙

雑がみを分別すると
「雑がみ」とはチラシ、紙袋、紙箱、封筒など、

新聞紙・ダンボール・紙パック・雑誌以外のリサ
イクルできる紙のことです。

雑がみを分別してみましょう いらなくなった紙を「雑がみ」として出せるもの、出せないものに
分別をしてみましょう。

出し方 紙袋に入れてしばるか、雑誌などにはさんで、次のいずれかの方
法で出してください。
①古紙類の収集日にごみステーションに出す
②地域の廃品回収に出す
③市可燃ごみ処理施設（大和地域はエコプラント魚沼）へ持ち込む

　「もえるごみ」（大和
地域は「燃やせるごみ」）
の収集日にごみステー
ションに出してください。

「雑がみ」以外に古紙類として出せるもの
種類ごとにひもでしばるなどして出してください。

雑がみは分別して「古紙類」として出すことで、
新たな紙製品に生まれ変わります。また、可燃ご
みの量が減り、指定ごみ袋の節約にもなります。

「雑がみ」として出せないもの

においのついた紙（洗剤
や線香の箱など）

粘着物のついた封筒や圧
着はがき

アルミ加工されている紙
（酒パックなどの裏が銀
色のもの）

感熱紙（レシート、ファッ
クス用紙など）

防水加工された紙（紙
コップなど）

写真や写真プリント用紙

油や汚れのついた紙
（ケーキの箱、ティッシュ
など）

カーボン紙（宅急便の伝
票など）

「雑がみ」として出せるもの

お菓子などの紙箱（開い
てください）

ティッシュ箱（取り出し
口のフィルムは取り外
す）

包装紙

コピー用紙、メモ紙、
はがき

包装紙紙袋（紙以外の取っ手は
取り外す）

トイレットペーパーや
ラップの芯

紙封筒（セロハンは取り
外す）

カレンダー（金属部分は
取り外す）
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テ
ー
マ
展
示

高
血
圧
予
防

　

５
月
17
日
㈭
は
、「
高
血
圧
の

日
」
で
す
。
病
気
を
予
防
し
、
健

康
に
過
ご
す
た
め
の
本
を
紹
介
し

ま
す
。

母
の
日

　

５
月
13
日
㈰
の
母
の
日
に
ち
な

ん
で
、「
母
」
を
テ
ー
マ
に
し
た

本
を
集
め
ま
し
た
。

い
わ
さ
き
ち
ひ
ろ
生
誕
１
０
０
年

　

今
な
お
愛
さ
れ
続
け
て
い
る
画

家
・
絵
本
作
家
の
い
わ
さ
き
ち
ひ

ろ
の
生
誕
１
０
０
年
を
記
念
し

て
、
絵
本
や
画
集
な
ど
の
作
品
を

展
示
し
ま
す
。

Ｂブ

ッ

ク

Ｏ
Ｏ
Ｋ
Ｍマ

ー

ク

Ａ
Ｒ
Ｋ 

₁₁

も
っ
と
海
外
文
学
を
読
も
う
！

翻
訳
物
は
面
白
い

「L
リ
ッ
ス
ン

isten t
ト
ゥ

o B

ブ
ッ
ク

ooks!

」

　

金か
ね
は
ら
み
ず
ひ
と

原
瑞
人
さ
ん
「
ブ
ッ
ク
マ
ー

ク
」
第
11
弾
。
今
回
は
、
作
品
の

中
に
ク
ラ
シ
ッ
ク
、
ジ
ャ
ズ
、
ブ

ル
ー
ス
、
ロ
ッ
ク
、
ポ
ッ
プ
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
音
楽
が
登
場
す
る
本

の
特
集
で
す
。

Ｄ
Ｖ
Ｄ
上
映
会

「
新
・
恐
竜
大
進
撃
」︵
₃6
分
︶

　

み
ん
な
が
大
好
き
な
恐
竜
の
Ｄ

Ｖ
Ｄ
を
上
映
し
ま
す
。
超
高
精
細

の
Ｃ
Ｇ
映
像
で
、
恐
竜
の
時
代
へ

タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
よ
う
！

日
時　
５
月
19
日
㈯

　

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
6
分

対
象　
幼
児
〜

会
場　
図
書
館

　

多
目
的
室

本
を
集
め
ま
し
た
。

絵
本
の
へ
や

　

乳
幼
児
向
け
の
楽
し
い
絵
本
を

用
意
し
て
、
読
み
聞
か
せ
を
行
い

ま
す
。

期
日　
毎
週
水
曜
日

　

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

　

（
休
み　

５
月
２
日
㈬
）

会
場　
図
書
館 

多
目
的
室

対
象　
乳
幼
児
・
保
護
者

出
演　
ふ
う
せ
ん
の
会

内
容　
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
・
手
遊

び
・
絵
本
、
紙
芝
居
・
読
み
聞

か
せ
な
ど

お
は
な
し
の
じ
か
ん

　

図
書
館
司
書
に
よ
る
読
み
聞
か

せ
ラ
イ
ブ
。
内
容
は
当
日
の
お
楽

し
み
で
す
。

日
時　
５
月
20
日
㈰

　

午
前
11
時
〜
11
時
30
分

会
場　
図
書
館 

多
目
的
室

対
象　
乳
幼
児
・
保
護
者
ほ
か

読
書
の
つ
ど
い

人
形
劇
に
よ
う
こ
そ
！

　

人
形
劇
団
を
招
い
て
の
特
別

篇
。
人
形
バ
ラ
エ
テ
ィ
シ
ョ
ー
を

行
い
ま
す
。

日
時　
５
月
12
日
㈯

　

午
後
２
時
〜
３
時
30
分

会
場　
図
書
館 

多
目
的
室

テ
ー
マ　
「
げ
ん
き
に
あ
そ
ぼ
う
」

内
容　

人
形
劇
「
す
て
き
な
カ

レ
ー
ラ
ー
メ
ン
」
な
ど
、
本
の

紹
介
ほ
か

出
演　
オ
フ
ィ
ス
や
ま
い
も

対
象

　

幼
児
・
小
学
生
・
保
護
者
ほ
か

乳
幼
児
親
子
お
は
な
し
の
会

「
え
ほ
ん
で
あ
そ
ぼ
」

あ
じ
さ
い
を
つ
く
ろ
う
！

　

台
紙
に
カ
ラ
フ
ル
な
色
紙
シ
ー

ル
を
ち
ぎ
っ
て
貼
っ
て
、
き
れ
い

な
あ
じ
さ
い
を
つ
く
ろ
う
！

日
時　
５
月
25
日
㈮

　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

会
場　
大
和
公
民
館

内
容　

手
袋
人
形
、
ま
ん
ま
る

ち
ゃ
ん
（
紙
人
形
劇
）、絵
本
、

パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
、
手
遊
び
、

歌
、
工
作
な
ど

対
象　
乳
幼
児
・
保
護
者

参
加
費　
無
料
（
予
約
不
要
）

巡
回
図
書
、ご
利
用
く
だ
さ
い

　

４
月
19
日
㈭
に
大
和
図
書
室
の

巡
回
図
書
を
２
０
０
冊
入
れ
替
え

ま
し
た
。
次
回
、
塩
沢
図
書
室
は

⺼～㊎9：30～20：00（土日祝日19：00まで）
休館（図書整理日）７日㈪、17日㈭

南魚沼市

☎777-4671　㊋～㊎9：00～19：00
（土日祝日17：00まで）休館⺼（祝日の場合は翌日）

大　和

☎782-0100　㊋～㊎9：00～20：00
（月土日祝日17：00まで）

塩　沢

５月の開館日時

【申込み・問合せ】
南魚沼市図書館
☎773︲6677

みんなの図書館

５
月
17
日
㈭
に
入
れ
替
え
予
定
で

す
。「

ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
＆
フ
ォ
ー

ク
コ
ン
サ
ー
ト
」

　

ア
メ
リ
カ
音
楽
の
原
型
と
い
わ

れ
る
、ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
音
楽（
ア

イ
リ
ッ
シ
ュ
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
）
と

フ
ォ
ー
ク
の
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催

し
ま
す
。
優
し
い
ギ
タ
ー
と
美
し

い
フ
ィ
ド
ル
（
バ
イ
オ
リ
ン
）
の

演
奏
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

日
時　
５
月
20
日
㈰

　

午
後
２
時
〜
４
時

会
場　
図
書
館 

多
目
的
室

出
演　
城し
ろ
た
じ
ゅ
ん
じ

田
純
二
（
ギ
タ
ー
）

　
　
　

内
藤
希ま
れ

花か（
バ
イ
オ
リ
ン
）

入
場　
無
料

※
入
場
整
理
券
を
図
書
館
で
配
布

対
象　
ど
な
た
で
も

定
員　
70
人

アイリッシュ

まなびのひろば
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期間　７月17日㈫まで
　生まれ育った雪国・越後の風景を中心に、初期から
晩年までの作品を展示。

【同時開催】「池晶子 B
ボ ロ

OROチクチク展」
期間　５月22日㈫まで
　野良着やのれんなどの襤

ぼ ろ

褸に太い糸でちくちくと縫
った作品を展示。
ギャラリートーク　日時　５月20日㈰　13：30 ～

「ちくちくレッスン」ちくちく針山をつくろう　
日時　５月20日㈰　14：00 ～　※要申込み
参加費　3,500円（材料費・観覧料込み）　定員　10人

　本書の中でも代表的なこの挿絵は、古河藩（現・茨
城県古河市）の藩主土

ど

井
い

利
とし

位
つら

が出版した『雪
せっ

華
か

図
ず

説
せつ

』
の図を引用したものです。顕微鏡で見た雪は、さまざ
まな形をしていることを知った江戸時代の人たちはさ
ぞ驚いたことでしょ
う。
　当館では、大きく
引き伸ばした雪の結
晶の図を展示してい
ます。ぜひご覧くだ
さい。

期間　５月10日㈭～６月５日㈫
　美術団体一水会の新潟支部と
群馬支部の会員の作品を展示。
写実的な風景や人物画を鑑賞で
きます。

　アメリカの巨匠アンディ・ウォーホルをはじめ、ル
イ・イカール、ベルナール・ビュッフェといったフラ
ンスを代表する画家や、日本で大人気のジャン＝ピエ
ール・カシニョールの作品などを展示。

　現代美術に大きな影響を与えた、セピック・アート
と呼ばれる造形作品を展示。岡本太郎やピカソも影響
を受けたといわれている南太平洋の作品をぜひご覧く
ださい。

常設展　～彫る 摺
す

る 画
か

く～「棟方志功の世界」
企画展　期間　６月13日㈬まで

城内さんぽ〜私の宝物〜  綿絵・日本画などを展示。
市民ギャラリー 「第３回 佐藤幸

こう

子
こ

展」

　女性の魅力をより引き出してくれる「装飾」がテー
マの展示。装飾は国民性や時代背景、身に付けている
人の個性など、さまざまな情報が隠れている重要で興
味深いモチーフです。

期間　６月10日㈰まで

富岡惣一郎「越後の風景」
『北越雪譜』挿絵紹介 その34

「一
いっすいかい

水会 新潟・群馬合同展」

「クール＆グラマラス！ウォーホルとフランス絵画展」

「セピック・アート（造形美術）の世界」

ラウンジ展 ５月 ［観覧無料］　

☎・℻ 782-9860　URL http://www.6bun.jp/bokushi/
¥  大人500円/小中高250円（市内の小中学生は無料)

鈴木牧之記念館
開館９：00～16：30

５月の休館：８日㈫、15日㈫、22日㈫、29日㈫

☎ 780-4080　℻ 777-3815　URL http://www.ikedaart.jp
¥  一般500円／高校生以下（無料）

池田記念美術館
開館９：00～17：00 （入館終了16：30）

５月の休館：毎週水曜日、７日㈪、８日㈫

☎ 783-4500　℻ 783-3388
URL http://www.michinoeki-minamiuonuma.jp/imaizumi-kinenkan

¥  一般500円／小中高250円

今泉記念館アートステーション
開館９：00～17：00 （入館16：30まで）

５月は毎日開館します

［JR六日町駅１階］☎770-1173　 ¥  一般500円／小中高250円
URL http://www.m-uonuma.jp/m-artstation/

棟方志功アートステーション
開館９：00～17：00（入館終了16：30）

５月は毎日開館します

☎775-3646　℻ 775-3650　URL http://www.6bun.jp/white/
¥  一般500円／小中高250円（市内の小中学生は無料）

トミオカホワイト美術館
開館９：00～17：00 （入館終了16：30) 

５月の休館：９日㈬、16日㈬、23日㈬、30日㈬

市民無料の日：８日㈫、18日㈮、28日㈪　

「華やかな装飾美展」

　市の魅力を発信する「交流大使」４人が織りなす、
すてきなステージをぜひお楽しみください。
日時　６月24日㈰　14：00〜（開場13：30）
会場　市民会館 大ホール
出演　T

ツ ネ イ

SUNEI、葉月みなみ、鈴
木Q太郎（ハイキングウォーキ
ング）、橘光一

入場料　全席自由1,500円、高校
生以下無料（要整理券）会館、
会館プレイガイドにて発売中。

開館30周年記念事業 南魚沼市交流大使特別公演 
「南魚沼より愛を込めて
　　～歌と笑いと音楽のスペシャルLIVE～」

☎773-5500　℻ 772-8161　  0120-150-142　
URL http://www.6bun.jp/kaikan/

南魚沼市民会館
受付８：30～17：15／５月の休館：毎週月曜日

杉森企
き
観
み
明
あき
『百合の花』

「験
む し め が ね
微鏡を以

もっ
て雪

ゆきの
状
かたち
を審

つまびらか
に視

み
たる図」

まなびのひろば
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神
社
の
境
内
や
道
路
の
傍
ら
で

「
二
十
三
夜
塔
」
と
刻
ま
れ
た
石

塔
を
み
な
さ
ん
も
よ
く
目
に
す
る

こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
今
回

は
、
こ
の
「
二
十
三
夜
塔
」
を
紹

介
し
ま
す
。

特
定
の
月
齢（
月
の
満
ち
欠
け
）

に
合
わ
せ
て
、「
講
」
を
組
ん
だ

人
た
ち
が
夜
に
集
ま
っ
て
、
手
仕

事
、
歓
談
や
飲
食
を
楽
し
み
な
が

ら
月
を
拝
む
と
い
う
民
間
信
仰
の

行
事
を「
月
待
ち
」と
い
い
ま
す
。

旧
暦
の
15
日
、
16
日
、
17
日
、
19

日
、
20
日
、
22
日
、
23
日
、
26
日

な
ど
の
月
齢
に
合
わ
せ
て
、
そ
の

日
の
夜
に
「
二
十
三
夜
」
や
「
二

十
三
夜
講
」
と
呼
ば
れ
行
わ
れ
て

い
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
月
夜
に
は
、
例
え

ば
十
五
夜
は
大
日
如
来
、
二
十
二

夜
は
観
音
菩
薩
、
二
十
三
夜
は
勢せ
い

至し

菩ぼ

薩さ
つ

と
本
尊
が
祀ま
つ

ら
れ
て
い
る

そ
う
で
す
。
月
の
化
身
が
勢
至
菩

薩
と
信
じ
ら
れ
て
い
た
た
め
二
十

三
夜
を
祀
る「
二
十
三
夜
講
」

が
一
番
広
く
全
国
に
広
ま
っ

た
そ
う
で
す
。

「
二
十
三
夜
講
」
で
は
、

ど
ん
な
こ
と
が
行
わ
れ
て
い
た
の

で
し
ょ
う
か
。
二
十
三
日
の
夜
は

月
が
出
る
の
が
午
前
０
時
ご
ろ
と

遅
く
、
講
の
行
わ
れ
る
家
に
灯

と
う
み
ょ
う明

や
ご
ち
そ
う
、
手
仕
事
の
道
具

（
苧お
う
み績
）
を
持
参
し
て
集
ま
り
、

手
仕
事
や
雑
談
、
お
茶
を
飲
ん
だ

り
し
な
が
ら
月
が
出
る
の
を
待

ち
、
月
が
東
の
空
に
昇
る
と
灯
明

を
供
え
祈
り
、
解
散
と
な
る
の
だ

そ
う
で
す
。

盛
ん
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
の
は
江
戸
時
代
の
後
期
で
、
最

初
は
女
性
だ
け
が
、
や
が
て
男
性

も
行
う
よ
う
に
な
り
、
や
が
て
共

同
で
行
い
、
明
治
時
代
に
は
ほ
と

ん
ど
み
ら
れ
な
く
な
っ
た
と
い
い

ま
す
。

こ
の
月
待
ち
信
仰
の
あ
か
し
と

し
て
建
立
さ
れ
た
石
塔
が
「
二
十

三
夜
塔
」
と
な
り
ま
す
。

下し
も
は
ら原
に
は
、
文
政
２
年
（
１

８
１
９
年
）
８
月
に
世
話
人

安や
す
え
も
ん

右
衛
門
ら
に
よ
っ
て
建
立
さ
れ

た
「
二
十
三
夜
塔
」
が
あ
り
ま
す

（
写
真
１
）。
石
工
の
太
郎
兵
衛

に
よ
っ
て
２
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る

自
然
石
に
「
二
十
三
夜
塔
」
と
朱

に
染
め
ら
れ
た
勢
至
菩
薩
が
刻
ま

れ
、
下
原
の
辻
に
建
立
さ
れ
ま
し

た
。
地
域
の
人
た
ち
は
、
昔
か
ら

石
塔
の
近
辺
を
「
三
夜
塔
」
と
呼

ん
で
い
ま
す
。「
三
夜
塔
ま
で
お

使
い
に
行
っ
て
く
る
」
な
ど
と
今

で
も
よ
く
耳
に
し
ま
す
。
地
区
の

バ
ス
停
は
「
下
原
三
夜
塔
」
と
名

付
け
ら
れ
、親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

太
郎
兵
衛
が
文
化
７
年
（
１
８

１
０
年
）
〜
嘉
永
２
年
（
１
８
４

９
年
）
に
刻
ん
だ
25
基
の
月
待
ち

の
石
塔
の
な
か
に「
二
十
六
夜
塔
」

が
１
基
み
ら
れ
ま
す
。
こ
の
こ
と

か
ら
二
十
三
夜
以
外
も
行
わ
れ
て

い
た
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま

す
が
、
詳
細
は
不
明
で
す
。

君
沢
に
は
、
信
者
が
魚
野
川
か

ら
拾
い
上
げ
て
運
ん
だ
石
で
作
ら

れ
た
33
体
の
二
十
三
夜
塔
が
あ
る

他
、
市
内
の
各
地
に
石
塔
を
み
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

﹃
六
日
町
史
﹄
通
史
編
第
三
巻

近
・
現
代
を
発
刊
し
ま
し
た
。

明
治
時
代
か
ら
平
成
の
大
合
併

で
閉
町
と
な
る
ま
で
の
六
日
町
地

域
の
歴
史
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

こ
の
巻
は
、
み
な
さ
ん
か
ら
提

供
し
て
い
た
だ
い
た
資
料
や
地
域

に
残
る
資
料
を
活
用
し
、
構
成
・

執
筆
さ
れ
て
い
ま
す
。

体
裁　
Ａ
５
版 

約
５
５
０
頁

販
売
価
格　
３
０
０
０
円

販
売
窓
口　
郷
土
史
編
さ
ん
係
、

中
央
、
大
和
、
塩
沢
公
民
館

【
問
合
せ
】

社
会
教
育
課 

郷
土
史
編
さ
ん
係

　
　
　
　
☎
７
７
３
︲
２
１
９
７

写
真
１　
下
原
「
二
十
三
夜
塔
」

（
市
指
定
文
化
財
）

『
六
日
町
史
』
通
史
編

第
三
巻
を
発
刊

【
問
合
せ
】

社
会
教
育
課 

郷
土
史
編
さ
ん
係

　
　
　
　
☎
７
７
３
︲
２
１
９
７

66

【
問
合
せ
】

　
八
色
の
森
公
園
管
理
事
務
所

☎
７
８
０
︲
４
５
６
０

︽
資
料
︾

　
﹃
新
編
城
内
郷
土
誌
﹄

　
﹃
村
の
歴
史

￤

君
沢
周
辺

￤

﹄

　
﹃
六
日
町
史
﹄通
史
編
第
二
巻

八
色
の
森
か
ら 

❶

　
公
園
や
周
辺
で
見
ら
れ
る

生
物
な
ど
、
季
節
に
応
じ
て

紹
介
し
ま
す
。

　

新
潟
県
の
木
。
庭
木
に
よ
く
あ

る
ヤ
ブ
ツ
バ
キ
と
違
い
、
花
び
ら

が
平
に
な
る
く
ら
い
に
開
き
、
雄

し
べ
が
黄
色
く
バ
ラ
バ
ラ
で
す
。

名
前
に
反
し
て
、
寒
さ
に
弱
く
、

凍
害
を
受
け
や
す
い
た
め
冬
の

間
、
雪
に
覆
わ
れ
る
地
域
に
の
み

分
布
し
て
い
ま
す
。
枝
が
よ
く
し

な
り
雪
折
れ
し
に
く
い
の
も
特
徴

で
す
。

　

八
色
の
森
公
園
内
に
も
多
数
、

植
栽
さ
れ
て
い
ま
す
。

ユ
キ
ツ
バ
キ

まなびのひろば
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公益財団法人南魚沼市文化スポーツ振興公社 スポーツ振興係

〒949-6611 南魚沼市坂戸372ディスポート南魚沼内　ディスポート☎773-6620　スポパラ☎773-3210

ディスポート南魚沼
５月の休館日：毎週月曜日

1日㈫の営業は、
9：00～17：00

体育施設の案内

トレーニングルーム『マシン使用法講習会』

利用料金や利用方法などは、申込み先にお問い合わせください。ご利用をお待ちしています。

※屋外体育施設は５月１日㈫からオープンします（小栗山サンスポーツランドは４月 28 日㈯から）

　安全な室内性の高いウォーキングマシンと油圧マシンを使って全身運動をしてみませんか？高齢でも簡
単にご利用いただけます。

施設名 申込み先 電話番号

六
日
町
地
域

ディスポート南魚沼 プール（25ｍ・ちびっこ）
体育館、トレーニングルーム

ディスポート南魚沼

火～土曜日　9：00～21：30
日曜日・祝日　9：00～17：00

773-6620
二日町体育館 体育館
五日町雪国スポーツ館 体育館
二日町グラウンド 野球場
二日町テニスコート テニスコート（ハードコート）
小栗山サンスポーツランド
月～金曜日　13：00～21：30
土曜日　　 9：00～21：30
日曜日・祝日　 9：00～17：00
※５/１㈫～５（土・祝）
　　　 9：00～21：30

スケートパーク（ナイター付）
（全面コンクリート：８セクション）
テニスコート

（ゴムチップウレタン：ナイター付）
ゲートボールコート

（クレーコート）

～11/11㈰
小栗山

サンスポーツ
ランド管理棟

772-7567

上記以外 ディスポート
南魚沼 773-6620

塩
沢
地
域

塩沢勤労者体育センター 体育館

ディスポート南魚沼 773-6620

塩沢グラウンド 多目的グラウンド
塩沢ゲートボール場 ゲートボール場
石打グラウンド 多目的グラウンド
大福寺工業団地多目的広場 多目的グラウンド
中之島農村広場 多目的グラウンド
すぱーく塩沢 屋内ゲートボール場

大
和
地
域

浦佐グラウンド 多目的グラウンド
ディスポート南魚沼

大和公民館

773-6620

777-4671

浦佐体育館 体育館
大和野球場 野球場（ナイター付）
大和Ｂ＆Ｇ海洋センター 体育館　

日　時　５月13日㈰　12：00～13：30 
定　員　６人（事前申込みが必要）
会　場　ディスポート南魚沼１階　トレーニングルーム
対　象　中学生以上
申込み　ディスポート南魚沼
※施設利用料300円が別途必要（定期券 可）
　運動着、室内用シューズ、タオル、水分補給用飲料をご用意
ください。

参
加
料

会員 無料

一般 200円

まなびのひろば
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第２期　親子ヨガ教室

かんたんツボ押し教室

親子でスキンシップをしながら体を整えていきます。

手・足裏・顔の自分でできる簡単なツボ押しで、新しい健康習慣を身につけませんか？

日　時　６月12日～７月10日の毎週火曜日（全５回）
　　　　10：15～11：45
定　員　８組（先着順）
会　場　ディスポート南魚沼３階 ミーティングルーム
対　象　ハイハイ～３歳児と母親
申込み　ディスポート南魚沼（受付: ５月８日㈫9：00～）

参
加
料

会員 新　規：800円　
再受講：1,540円

一般 4,110円

日　時　６月３日㈰（１回）14:00～15:30 
定　員　15人（先着順）
会　場　ディスポート南魚沼３階　ミーティングルーム
申込み　ディスポート南魚沼（受付: ５月９日(水) 9:00～）

参
加
料

会員 無料

一般 500円

　
【
問
合
せ
】　
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
課

　
　
　
　
☎
７
７
３
︲
６
６
３
０

　

さ
わ
や
か
な
風
を
感
じ
な
が

ら
、
新
緑
の
八
色
の
森
公
園
を
家

族
や
友
人
と
走
り
ま
せ
ん
か
？

　

部
門
・
男
女
別
に
上
位
６
位
ま

で
表
彰
。
景
品
が
当
た
る
抽
選
会

も
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

日
時　
６
月
３
日
㈰　

　

午
前
９
時
30
分
ス
タ
ー
ト　

（
雨
天
決
行
）

会
場　
八
色
の
森
公
園
周
辺

　

特
設
コ
ー
ス

部
門　

　

チ
ビ
っ
子
の
部
：
約
５
０
０
ｍ

　

小
学
生
：
２
㎞

　

一
般
：
２
㎞
、
５
㎞

※
チ
ビ
っ
子
の
部
は
、
完
走
証
と

お
や
つ
を
進
呈

参
加
資
格

・
チ
ビ
っ
子
の
部

　

４
歳
～
小
学
２
年
生
以
下

・
そ
の
他
の
部
門

　

小
学
生
以
上
の
健
康
な
人

参
加
費

・
中
学
生
以
下

　

５
０
０
円

第
14
回
さ
わ
や
か
ジ
ョ
ギ
ン

グ
大
会
参
加
者
募
集

・
高
校
生
・
一
般

　

１
，
０
０
０
円

締
切
り　
５
月
22
日
㈫

申
込
窓
口

　

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
課
、
大
和
・
塩

沢
公
民
館
、
デ
ィ
ス
ポ
ー
ト
南

魚
沼

【
問
合
せ・申
込
み
】

南
魚
沼
市
体
育
協
会
事
務
局

（
市
民
会
館
内
）

　
　
　
☎
７
７
３
︲
６
６
３
０

　

熱
中
症
を
正
し
く
学
べ
る
講
習

会
を
開
催
し
ま
す
。
参
加
経
験
の

あ
る
人
、
初
め
て
の
参
加
も
大
歓

迎
で
す
。

日
時　

　

５
月
29
日
㈫　

午
後
７
時
～

会
場　
市
消
防
本
部
〔
竹
俣
〕

　

２
階 

大
会
議
室

内
容　
熱
中
症
の
予
防
対
策

講
師　
消
防
本
部 

救
急
救
命
士

参
加
費　
無
料

締
切
り　

　

５
月
28
日
㈪　

午
後
５
時
15
分

【
問
合
せ
】

　
社
会
教
育
課 

生
涯
学
習
班

　
　
　
☎
７
７
３
︲
６
６
１
０

　

楽
し
い
教
室
が
始
ま
る
よ
！
初

め
て
の
人
、
里
帰
り
の
人
、
上
の

子
を
連
れ
た
人
、
み
ん
な
で
お
こ

し
く
だ
さ
い
。

「
心
豊
か
な
子
育
て
教
室
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
開
講
式

日
時　
５
月
12
日
㈯　

　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

　

（
受
付
：
午
前
９
時
30
分
～
）

会
場　

　

市
民
会
館 

多
目
的
ホ
ー
ル

内
容　

「
は
じ
ま
る
よ
！
ワ
ク
ワ
ク
、
み

ん
な
で
楽
し
く
遊
び
ま
し
ょ

う
！
」
家
族
み
ん
な
で
楽
し
め

る
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
テ
ィ
ー
タ
イ

ム
が
あ
り
ま
す
。

対
象　
０
～
３
歳
の
乳
幼
児
と
そ

の
保
護
者
な
ど

料
金　
１
人
10
円
（
保
険
料
）

申
込
み　
不
要
（
動
き
や
す
い
服

装
で
直
接
会
場
ま
で
）

「
熱
中
症
の
予
防
対
策
」講
習
会

心
豊
か
な
子
育
て
教
室

まなびのひろば
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県
外
で

定
期
予
防
接
種
を
受
け
た
い
人
へ

食
育
の
風
～
新
生
活 

朝
ご
は
ん
で
頭

も
体
も
ス
イ
ッ
チ
オ
ン
！
～

筋
力
づ
く
り
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

受
講
者
募
集

　
【
問
合
せ
】　
保
健
課

　
　
　
　
　
　
　
☎
７
７
３
︲
６
８
１
１

　

県
外
で
の
定
期
予
防
接
種
を
希
望
す
る

人
は
、
あ
ら
か
じ
め
保
健
課
に
実
施
依
頼

申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

実
施
依
頼
申
請
書
を
提
出
し
て
か
ら
実

施
依
頼
書
の
交
付
ま
で
は
時
間
が
か
か
り

ま
す
。
余
裕
を
持
っ
て
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
助
成
申
請
は
、
予
防
接
種
後
に
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

対
象

・
子
ど
も
の
定
期
予
防
接
種

・
高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン

・
高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

　

申
請
書
は
、保
健
課
、子
育
て
支
援
課
、

大
和
・
塩
沢
市
民
セ
ン
タ
ー
ま
で
。（
市

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）

　
【
問
合
せ・申
込
み
】　
保
健
課

　
　
　
　
　
　
　
☎
７
７
３
︲
６
８
１
１

　

地
域
で
筋
力
づ
く
り
教
室
を
運
営
す
る

筋
力
づ
く
り
サ
ポ
ー
タ
ー
を
募
集
し
ま

す
。
自
分
の
た
め
に
、
地
域
の
た
め
に
、

あ
な
た
の
力
を
貸
し
て
く
だ
さ
い
。

筋
力
づ
く
り
サ
ポ
ー
タ
ー
の
役
割

　

筋
力
づ
く
り
サ
ポ
ー
タ
ー
は
、
地
域
の

集
会
所
な
ど
で
行
う
筋
力
づ
く
り
教
室
で

地
域
住
民
に
教
え
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

す
。
レ
イ
ン
ボ
ー
健
康
体
操
の
理
論
、
技

術
は
養
成
講
座
で
身
に
つ
け
ま
す
。

　

サ
ポ
ー
タ
ー
は
「
南
魚
沼
市
筋
力
づ
く

り
サ
ポ
ー
タ
ー
の
会
」
を
結
成
し
、
現
在

２
２
８
人
の
サ
ポ
ー
タ
ー
が
１
１
０
会
場

の
教
室
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。

レ
イ
ン
ボ
ー
健
康
体
操
は
い
つ
で
も
・
ど

こ
で
も
・
誰
で
も
で
き
る
筋
力
づ
く
り

　

普
段
の
生
活
に
必
要
な
筋
力
を
維
持
す

る
た
め
に
、
筋
力
づ
く
り
教
室
で
取
り
組

ん
で
い
る
の
が「
レ
イ
ン
ボ
ー
健
康
体
操
」

で
す
。
椅
子
に
座
っ
た
ま
ま
筋
力
を
高
め

る
こ
と
が
で
き
、
関
節
へ
の
負
担
も
少
な

く
、
足
腰
に
痛
み
が
あ
る
高
齢
者
な
ど
で

も
無
理
な
く
で
き
る
体
操
で
す
。

足
腰
の
健
康
は

介
護
予
防
に
つ
な
が
り
ま
す

　

高
齢
者
が
介
護
を
必
要
と
す
る
よ
う
に

な
る
主
な
原
因
は
認
知
症
と
筋
肉
や
骨
の

疾
患
で
す
。
介
護
を
受
け
る
ほ
ど
で
は
な

く
て
も
、
筋
力
の
低
下
と
と
も
に
膝
痛
・

腰
痛
が
起
こ
り
や
す
く
な
り
ま
す
。
運
動

習
慣
が
あ
る
こ
と
は
認
知
症
予
防
に
も
効

果
的
で
す
。

　

あ
な
た
も
、
健
康
づ
く
り
を
兼
ね
て
、

筋
力
づ
く
り
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
地
域
で

活
躍
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

筋
力
づ
く
り
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

募
集
人
員　
30
人
程
度

※
応
募
多
数
の
場
合
は
、
地
域
の
筋
力
づ

く
り
教
室
の
運
営
状
況
を
考
慮
し
、
調

整
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す

募
集
要
件　

月
〜
金
曜
日
の
日
中
、
定
期
的
に
地
域

の
筋
力
づ
く
り
教
室
に
参
加
で
き
る
人

講
座
内
容

筋
力
づ
く
り
に
必
要
な
知
識
と
技
術
と

高
齢
者
へ
の
指
導
技
術
の
習
得

参
加
費　
無
料

日
程　

　

６
月
６
日
〜
８
月
８
日
の
毎
週
水
曜
日

時
間　
午
前
９
時
〜
11
時
30
分

会
場　
ふ
れ
愛
支
援
セ
ン
タ
ー
２
階

　

多
目
的
ホ
ー
ル

締
切
り　
５
月
31
日
㈭

講
師関

口
陽
子
さ
ん（
十
日
町
エ
リ
ア
・
ド
ゥ

21　
健
康
づ
く
り
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
）

【
問
合
せ
】保
健
課

　
　
　
　
　
　
☎
７
７
３
︲
６
８
１
１

南
魚
沼
市
で
は
、
１
日
２
食
以
下
の
人

の
割
合
は
男
性
に
多
く
、
特
に
19
〜
39
歳

に
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
欠
食
は

朝
食
が
最
も
多
い
と
い
う
結
果
で
し
た
。

（
平
成
26
年
健
康
増
進
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

結
果
）

朝
食
を
食
べ
る
と
、
睡
眠
時
に
使
わ
れ

た
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
補
給
す
る
の
で
、
１
日

の
活
動
を
開
始
す
る
た
め
の
や
る
気
や
、

集
中
力
、
記
憶
力
を
高
め
ま
す
。
ま
た
、

腸
の
動
き
が
活
発
に
な
り
、
便
秘
が
解
消

す
る
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
効
果
が
あ
り
ま
す
。

南
魚
沼
市
い
き
い
き
市
民
健
康
づ
く
り

計
画
で
は
、
朝
食
を
欠
食
す
る
人
の
割
合

を
減
ら
す
こ
と
を
目
標
に
し
て
い
ま
す
。

食
育
推
進
協
力
店
に
は
、
朝
食
に
関
す
る

ポ
ッ
プ
が
掲
示
し
て
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
ご

覧
く
だ
さ
い
。

けんこうひろば
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【
問
合
せ・申
込
み
】

　
子
ど
も・若
者
育
成
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
☎
７
７
３
︲
６
６
１
１

高
等
学
校
の
不
登
校
、
ニ
ー
ト
、
ひ
き

こ
も
り
、
就
学
や
就
労
に
悩
む
若
者
を
家

族
と
し
て
ど
う
理
解
し
、
ど
う
支
え
る
か

を
一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

相
談
員
が
気
軽
に
語
り
合
え
る
よ
う
に

進
め
、
研
修
会
な
ど
の
情
報
も
紹
介
し
ま

す
。

日
時　
５
月
26
日
㈯　

　

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

会
場　

　

子
ど
も
・
若
者
育
成
支
援
セ
ン
タ
ー

対
象　市

内
在
住
の
義
務
教
育
終
了
〜
39
歳
の

困
難
を
抱
え
た
若
者
の
家
族

申
込
み　

前
日
ま
で
に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

費
用　
無
料

※
お
茶
代
と
し
て
実
費
１
０
０
円
を
ご

負
担
く
だ
さ
い

【
問
合
せ・
申
込
み
】南
魚
沼
地
域
振
興

局 

健
康
福
祉
環
境
部 

地
域
保
健
課

　
　
　
　
　
　
☎
７
７
２
︲
８
１
３
７

　

「
眠
れ
な
い
」「
不
安
」「
閉
じ
こ
も
り

が
ち
だ
」「
更
年
期
の
せ
い
か
気
持
ち
が

沈
む
」「
お
年
寄
り
の
も
の
忘
れ
」「
認
知

症
」
な
ど
。

　

こ
れ
ら
の
悩
み
を
お
持
ち
の
人
や
そ
の

家
族
な
ど
の
相
談
に
、専
門
医（
精
神
科
）

が
応
じ
ま
す
。
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
守
ら
れ

ま
す
。

日
時　
５
月
８
日
㈫　

　

午
後
２
時
〜
４
時

会
場　
南
魚
沼
地
域
振
興
局

　

健
康
福
祉
環
境
部

費
用　
無
料

申
込
み　
事
前
の
予
約
が
必
要

※
精
神
科
の
主
治
医
が
い
る
場
合
は
、
主

治
医
に
相
談
の
う
え
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い

わ
が
子
の
自
立
を
願
う
家
族
の
集
い

心
の
健
康
相
談
会

月 火 水 木 金 土 日
午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 休診日

１日 ２日 ３日 ４日 ５日 ６日
田　中 髙　﨑 休  診

（祝日）
休  診

（祝日）
休  診

（祝日） 休  診

７日 ８日 ９日 10日 11日 12日 13日
髙　橋 田　中 髙　﨑 髙　橋 髙　橋 福本 休診 休  診

14日 15日 16日 17日 18日 19日 20日
髙　橋 田　中 髙　﨑 髙　橋 髙　橋 堀内◆ 休診 休  診

21日 22日 23日 24日 25日 26日 27日
髙　橋 田　中 髙　﨑 髙　橋 髙　橋 福本 休診 休  診

28日 29日 30日 31日 ◎城内診療所では、自宅まで無料で送迎します。
送迎希望は、電話か窓口でお申し 込みくださ
い。（送迎は午前中のみ）　　　　　髙　橋 　髙　橋■ 髙　﨑 髙　橋

５月の城内診療所 診療担当医師（予定表）
受付・診療時間 午前：月曜～土曜　〈受付〉  8：30～11：30　〈診療〉  9：00～

午後：月曜～金曜　〈受付〉11：30～16：00　〈診療〉14：00～

【問合せ】 城内診療所　☎775−2009

けんこうひろば

【４月から診療体制が変わりました。ご注意ください。詳しくは、城内診療所にお問い合わせください】
◆堀内先生の診療日は第３土曜日となります。
■第５火曜日は髙橋所長の診療です。
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掲
示
板

市
な
ど
か
ら
の
お
知
ら
せ

【
問
合
せ・申
込
み
】

子
ど
も・若
者
育
成
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
☎
７
７
３
︲
６
６
１
１

　

「
気
持
ち
を
う
ま
く
伝
え
ら
れ

な
い
」「
対
人
関
係
が
う
ま
く
い

か
な
い
」
な
ど
の
、
悩
み
や
苦
手

感
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

少
人
数
グ
ル
ー
プ
で
、
ゲ
ー
ム

感
覚
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

体
験
し
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
な
考
え

方
や
感
じ
方
に
触
れ
な
が
ら
、
人

と
交
流
す
る
楽
し
さ
を
感
じ
て
み

ま
し
ょ
う
。

日
時　
５
月
17
日
㈭　

　

午
後
２
時
～
３
時
30
分

会
場　
子
ど
も
・
若
者
育
成
支
援

　

セ
ン
タ
ー
２
階 

音
楽
室

対
象　
市
内
在
住
の
義
務
教
育
終

　

了
～
39
歳
の
人

締
切
り　
５
月
15
日
㈫

申
込
み　

　
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ・申
込
み
】

　
動
物
愛
護
協
会
南
魚
沼
支
部

　
事
務
局（
南
魚
沼
保
健
所
内
）

　
　
　
☎
７
７
２
︲
８
１
４
３

　

し
つ
け
な
ど
の
基
礎
か
ら
わ
か

り
や
す
く
訓
練
し
ま
す
。

日
時　
５
月
27
日
㈰
、
６
月
２
日

㈯
・
９
日
㈯
・
16
日
㈯
・
23
日

㈯
・
30
日
㈯　

（
全
６
回
）

　

午
後
６
時
～
７
時
を
予
定

　

（
５
月
27
日
㈰
の
み
オ
リ
エ
ン

テ
ー
リ
ン
グ
の
た
め
午
前
10
時

～
11
時
を
予
定
）

※
全
日
程
参
加
で
き
な
く
て
も
受

講
で
き
ま
す

会
場　
南
魚
沼
地
域
振
興
局 
健

康
福
祉
環
境
部
（
南
魚
沼
保
健

所
）
駐
車
場
ほ
か

対
象犬

の
登
録
、狂
犬
病
予
防
注
射
、

そ
の
他
の
予
防
注
射
、
寄
生
虫

の
駆
除
が
済
ん
で
い
る
犬
（
年

齢
制
限
な
し
）

料
金　
無
料

※
動
物
愛
護
協
会（
一
般
会
員
２
，

０
０
０
円
）
の
入
会
が
必
要

定
員　
約
20
組

締
切
り　
５
月
11
日
㈮

【
問
合
せ
】　
環
境
交
通
課

　
　
　
☎
７
７
３
︲
６
６
６
６

　

春
は
山
に
エ
サ
が
少
な
く
人
里

や
、
昨
年
に
出
没
し
た
場
所
に
再

び
出
没
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
十
分
な
対
策
、
注
意
、
行
動

を
お
願
い
し
ま
す
。

ク
マ
を
引
き
寄
せ
な
い
た
め
に

・
屋
外
に
残
飯
や
生
ゴ
ミ
、
廃
棄

果
実
、
米
ぬ
か
な
ど
エ
サ
に
な

る
も
の
を
放
置
し
な
い
。
コ
ン

ポ
ス
ト
を
山
際
に
置
か
な
い
。

・
山
へ
入
る
場
合
は
、
生
ゴ
ミ
や

残
飯
な
ど
の
ゴ
ミ
は
、
持
ち
帰

る
。

ク
マ（
足
跡
な
ど
の
痕
跡
を
含
む
）

を
目
撃
し
た
ら

次
の
内
容
を
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

目
撃
し
た
日
時
・
場
所
・
目
撃

時
の
状
況
・
被
害
状
況
・
目
撃
者

名
・
連
絡
先
（
詳
細
を
確
認
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
）

連
絡
先

環
境
交
通
課

　
☎
７
７
３
︲
６
６
６
６

夜
間
・
休
日
（
当
直
）

　
☎
７
７
３
︲
６
６
６
０

南
魚
沼
警
察
署

　
☎
７
７
０
︲
０
１
１
０

【
問
合
せ・申
込
み
】

　
消
防
本
部 

警
防
課 

救
急
係

　
　
　
☎
７
８
２
︲
５
３
３
１

　

い
ざ
と
い
う
と
き
の
た
め
に
、

応
急
手
当
を
学
び
ま
せ
ん
か
？
心

肺
蘇
生
法
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外

式
除
細
動
器
）
の
取
扱
い
な
ど
、

実
技
を
中
心
に
し
た
講
習
会
で

す
。
初
め
て
の
人
も
、
気
軽
に
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

日
時　
５
月
19
日
㈯　

　

午
前
９
時
～
正
午

場
所　
市
消
防
本
部
〔
竹
俣
〕

定
員　
30
人
程
度

費
用　
無
料

※
受
講
者
に
修
了
証
を
交
付
し
ま

す
。
実
技
の
で
き
る
服
装
で
お

こ
し
く
だ
さ
い

【
問
合
せ
】　
環
境
交
通
課

　
　
　
☎
７
７
３
︲
６
６
６
６

自
転
車
は
、自
動
車
と
同
じ「
車

両
」
で
す
。
一
人
ひ
と
り
が
、
車

両
を
運
転
し
て
い
る
こ
と
を
認
識

し
、
安
全
に
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

若
者
支
援
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
開
催

犬
の
し
つ
け
方
教
室
参
加
者
募
集

ク
マ
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

普
通
救
命
講
習
会
の
開
催

５
月
は「
自
転
車
安
全
月
間
」

「
自
転
車
安
全
利
用
五
則
」を
守
り

ま
し
ょ
う

・
通
行
は
車
道
が
原
則
（
歩
道
通

行
は
例
外
）

・
車
道
は
左
側
を
通
行

・
歩
道
を
例
外
通
行
す
る
場
合
で

も
、
歩
行
者
が
優
先

・
安
全
ル
ー
ル
を
守
る
（
飲
酒
運

転
や
２
人
乗
り
の
禁
止
な
ど
）

・
子
ど
も
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用

自
転
車
が
例
外
で
歩
道
を
通
行
で

き
る
場
合

・
歩
道
通
行
可
の
標
識
が
あ
る
と

き
・
運
転
者
が
、
13
歳
未
満
の
子
ど

も
や
70
歳
以
上
の
高
齢
者
、
身

体
障
が
い
者
の
と
き

・
安
全
確
保
の
た
め
、
歩
道
通
行

が
や
む
を
得
な
い
と
き

保
護
者
へ
の
お
願
い

道
路
交
通
法
で
、
13
歳
未
満
の

子
ど
も
に
自
転
車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト

を
着
用
さ
せ
る
こ
と
が
、
保
護
者

の
努
力
義
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。

市などからのお知らせ　掲示板
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【
問
合
せ
】　
南
魚
沼
地
域
振
興

局 

林
業
振
興
課

　
　
　
☎
７
７
２
︲
８
２
６
２

　

「
地
元
材
を
使
っ
た
雪
国
で
の

安
心
・
安
全
で
快
適
な
家
づ
く

り
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
セ
ミ
ナ
ー

を
全
３
回
で
開
催
し
ま
す
。
家
づ

く
り
に
興
味
の
あ
る
人
は
ど
な
た

で
も
、気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

内
容

第
１
回
セ
ミ
ナ
ー
（
予
定
）

・
魚
沼
地
域
の
森
林
や
林
業
の
講

話
・
豪
雪
地
域
に
適
し
た
住
宅
の
講

話
・
地
元
工
務
店
が
建
て
た
家
の
紹

介
講
師　
一
級
建
築
士 

富
井
冨
士

子
さ
ん

日
時　
６
月
24
日
㈰　

　

午
後
１
時
～
３
時
30
分

※
第
２
回
（
８
月
26
日
㈰
）、
第

３
回
（
10
月
21
日
㈰
）
は
、
随

時
お
知
ら
せ
し
ま
す

会
場　
南
魚
沼
地
域
振
興
局
１
階

　

講
堂

定
員　
50
人
（
先
着
順
）

締
切
り　
６
月
15
日
㈮

第
１
回
家
づ
く
り
セ
ミ
ナ
ー

参
加
者
募
集

ス
プ
リ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

（
新
成
人
の
集
い
）開
催

事
務
基
本
科
１
期

　
　
６
月
入
校
生
募
集

国
際
握に

ぎ
り
め
し
ま
つ
り

飯
祭
～
イ
ン
タ
ー

ナ
シ
ョ
ナ
ル・オ
ニ
ギ
リ・

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
～
を
開
催

申
込
み　
電
話
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】　
総
合
支
援
学
校

共
生
社
会
づ
く
り
推
進
室

　
　
　
☎
７
７
３
︲
３
７
７
０

　

大
勢
の
人
が
集
ま
る
場
所
や
、

長
時
間
座
っ
て
話
を
聞
く
こ
と
が

苦
手
な
新
成
人
と
そ
の
家
族
の
た

め
に
、
成
人
に
な
る
節
目
を
地
域

の
人
と
一
緒
に
祝
う
温
か
な
会
を

開
催
し
ま
す
。
気
軽
に
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

日
時　
５
月
13
日
㈰　

　

午
後
１
時
～
２
時

会
場　
市
立
総
合
支
援
学
校

【
問
合
せ
】　
福
祉
課 

公
営
住

宅
係　
☎
７
７
３
︲
６
６
６
７

　

次
回
の
入
居
者
募
集
は
、
市
報

６
月
１
日
号
に
掲
載
し
ま
す
。（
入

居
に
関
す
る
相
談
は
随
時
受
け
付

け
て
い
ま
す
）

公
営
住
宅
の
公
募

南
魚
沼
市
観
光
事
業
補
助
金

【
問
合
せ・申
込
み
】

　
商
工
観
光
課 

観
光
交
流
班

　
　
　
☎
７
７
３
︲
６
６
６
５

　

多
様
化
す
る
観
光
需
要
に
柔
軟

に
対
応
し
、
観
光
振
興
を
図
る
た

め
の
事
業
な
ど
に
要
す
る
経
費
に

対
し
、
予
算
の
範
囲
内
で
補
助
金

を
交
付
し
ま
す
。

交
付
対
象

　

観
光
振
興
を
目
的
と
す
る
、
市

が
認
め
る
団
体

交
付
の
条
件

・
観
光
誘
客
事
業
で
あ
る
こ
と

・
補
助
事
業
に
係
る
経
理
を
他
の

経
理
と
明
確
に
区
分
し
て
い
る

こ
と

・
事
業
費
が
補
助
金
の
２
倍
以
上

で
あ
る
こ
と

補
助
金
の
上
限
額　
１
０
０
万
円

※
特
別
な
事
情
が
あ
る
事
業
を
除

き
、
10
年
以
上
（
旧
町
期
間
を

含
む
）
補
助
金
の
交
付
を
受
け

て
い
る
事
業
は
、
申
請
を
ご
遠

慮
く
だ
さ
い

受
付
期
間　

　

５
月
１
日
㈫
～
31
日
㈭

必
要
な
書
類

・
事
業
実
施
計
画
書

※
申
請
書
は
、
商
工
観
光
課
ま
で

（
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
可
）

選
定
方
法

　

南
魚
沼
市
観
光
事
業
補
助
金
選

定
委
員
に
よ
る
選
定

【
問
合
せ
】

県
立
魚
沼
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル

☎
０
２
５
︲
７
９
４
︲
２
４
１
０

対
象　
パ
ソ
コ
ン
の
基
礎
知
識
、

操
作
技
能
や
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー

な
ど
を
習
得
し
、
就
職
を
希
望

す
る
人

期
間　
６
月
12
日
㈫
～
９
月
７
日

㈮
時
間　

　

午
前
９
時
～
午
後
３
時
50
分

会
場　

魚
沼
サ
ン
テ
ィ
ッ
ク
ス

ク
ー
ル
〔
西
泉
田
〕

定
員　
15
人

受
講
料　
無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
な

ど
自
己
負
担
あ
り
）

申
込
み　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
南
魚
沼

締
切
り　
５
月
22
日
㈫

【
問
合
せ
】

　
農
林
課 

農
業
振
興
係

　
　
　
☎
７
７
３
︲
６
６
６
３

国
際
大
学
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ

ル
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
１
８

と
同
時
開
催
で
、
国
際
握
飯
祭
を

行
い
ま
す
。

南
魚
沼
産
コ
シ
ヒ
カ
リ
に
国
際

大
学
の
学
生
の
ア
イ
デ
ア
を
加

え
、
国
際
色
豊
か
な
「O

N
IG

IRI

（
オ
ニ
ギ
リ
）」を
開
発
し
ま
し
た
。

世
界
各
国
・
地
域
の
歴
史
や
文

化
、
母
国
へ
の
思
い
が
詰
ま
っ
た

「O
N

IG
IRI（

オ
ニ
ギ
リ
）」
を
、

ぜ
ひ
ご
賞
味
く
だ
さ
い
。

日
時　
５
月
12
日
㈯　

　

午
後
０
時
30
分
～
５
時
40
分

会
場　

　

国
際
大
学 

構
内
〔
国
際
町
〕

参
加
チ
ー
ム
（
出
身
国
・
地
域
）

　

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
、
ブ
ル
キ
ナ

フ
ァ
ソ
、
ジ
ブ
チ
、
キ
ル
ギ
ス

モ
ロ
ッ
コ
、
ネ
パ
ー
ル
、
フ
ィ

リ
ピ
ン
、
セ
ネ
ガ
ル
、
タ
イ
、

ト
ル
ク
メ
ニ
ス
タ
ン
、
ウ
ズ
ベ

キ
ス
タ
ン
、
ベ
ト
ナ
ム

掲示板　市などからのお知らせ
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多聞橋

訓練会場

浦佐大橋

国道17号

JR浦佐駅

「
魚
野
川
河
川
美
化
運
動
」

参
加
者
募
集

ナ
ナ
シ
の
マ
ル
シ
ェ

「
ほ
く
ほ
く
列
車
の
市
」

【
問
合
せ
】

　
建
設
課 
維
持
管
理
班

　
　
　
☎
７
７
３
︲
６
６
７
４

　

ふ
れ
あ
い
魚
野
川
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
推
進
協
議
会
は
、
５
月
～
10
月

の
毎
月
第
４
土
曜
日
に
１
時
間
程

度
、
六
日
町
大
橋
付
近
の
河
川
敷

で
草
刈
り
・
ご
み
拾
い
な
ど
の
作

業
を
し
て
い
ま
す
。

５
月
の
活
動

５
月
26
日
㈯　

午
前
６
時
～
、
六
日
町
大
橋
の

下
集
合
（
坂
戸
側
）

注
意
事
項

　

傷
害
保
険
な
ど
の
加
入
は
あ
り

ま
せ
ん
。
個
人
責
任
で
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】ナ
ナ
シ
の
マ
ル
シ
ェ

事
務
局
（
田
村
）

☎
０
９
０
︲
４
９
４
３
︲
６
１
２
８

　

人
気
の
パ
ン
屋
さ
ん
を
乗
せ
た

「
パ
ン
列
車
」
が
走
り
ま
す
。

　

駅
で
は
個
性
豊
か
な
市
が
開
催

さ
れ
ま
す
。

　

パ
ン
を
買
う
つ
い
で
に
、
ほ
く

ほ
く
列
車
で
小
旅
行
気
分
を
味
わ

い
ま
せ
ん
か
。

日
時　
５
月
27
日
㈰　

　

午
前
８
時
56
分
～
午
後
３
時

※
列
車
内
に
入
る
た
め
の
入
場
券

（
無
人
駅
は
不
要
）、
乗
車
に

は
乗
車
券
が
必
要

電
車
運
行
に
関
す
る
問
合
せ

　

北
越
急
行
㈱

　
☎
０
２
５
︲
７
５
２
︲
０
７
７
０

停
車
駅
の
着
・
発
時
刻

十
日
町
駅

午
前
８
時
56
分
～
10
時

（
64
分
停
車
）

ま
つ
だ
い
駅

午
前
10
時
９
分
～
40
分

（
31
分
停
車
）

虫
川
大
杉
駅

午
前
10
時
58
分
～
午
後
０
時
19
分

（
81
分
停
車
）

く
び
き
駅

午
後
０
時
28
分
～
１
時
10
分

（
42
分
停
車
）

六
日
町
駅

午
後
２
時
８
分
～
２
時
50
分

（
42
分
停
車
）

※
時
刻
に
若
干
変
更
が
あ
る
場
合

が
あ
り
ま
す

各
駅
の
催
し
内
容

・
十
日
町
駅
構
内（
午
前
９
時
～
）

ナ
ナ
シ
の
マ
ル
シ
ェ

・
虫
川
大
杉
駅
前（
午
前
９
時
～
）

　

げ
ん
き
市
・
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル

マ
ニ
ア

・
六
日
町
駅
前
（
午
前
11
時
～
）

古
本
市
・
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

・
く
び
き
駅
小
さ
な
マ
ル
シ
ェ
を

開
催
し
ま
す
。

※
入
場
券
な
ど

　

は
不
要

【
問
合
せ
】

総
務
課 

防
災
庶
務
班

　
　
　
☎
７
７
３
︲
６
６
６
０

信
濃
川
河
川
事
務
所 

堀
之
内

出
張
所

☎
０
２
５
︲
７
９
４
︲
２
０
６
４

　

出
水
期
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、

洪
水
時
に
お
け
る
迅
速
で
正
確
な

水
防
活
動
の
実
施
に
向
け
、
平
成

30
年
度
魚
野
川
夜
間
水
防
訓
練
を

開
催
し
ま
す
。
参
加
団
体
の
日
ご

ろ
の
訓
練
の
成
果
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

日
時　
５
月
22
日
㈫　

　

午
後
７
時
30
分
～
９
時（
予
定
）

会
場　
多
聞
橋
上
流
左
岸
河
川
敷

〔
浦
佐
〕

参
加
団
体　
各
消
防
署
・
消
防
団

（
長
岡
市
、魚
沼
市
、南
魚
沼
市
、

湯
沢
町
）、
魚
沼
・
南
魚
沼
地
域

振
興
局
、
国
土
交
通
省 

信
濃
川

河
川
事
務
所

訓
練
内
容　
積
み
土
の
う
工
・
木

流
し
工
・
シ
ー
ト
張
り
工
・
縄

魚
野
川
夜
間
水
防
訓
練
を
開
催

魚野川夜間水防訓練

結
び
・
排
水
ポ
ン
プ
車
展
示
、

照
明
車
運
転
（
デ
モ
ン
ス
ト

レ
ー
シ
ョ
ン
）

主
催　
信
濃
川
・
魚
野
川
水
防
連

絡
会
（
信
濃
川
河
川
事
務
所
）

※
会
場
周
辺
に
は
、
見
学
者
用
の

駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。
車
で

お
こ
し
の
場
合
は
、
大
和
庁
舎

駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

掲 示 板
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みなみうおぬまニュースプラザ News Plaza
３中学校を統合した新しい八海中学校が開校式を行いました４月10日㈫

　城内、五十沢、大巻中学校を統合した八海中学校が開校式と入学式を
行いました。
　開校式では、林市長が坂西校長に、校章が刺繍された校旗を授与しま
した。新しい校歌が紹介され、生徒、職員と会場内の全員で歌いあげま
した。
　校章は、八海山の「八」と市の花「カタクリ」がモチーフになってい
て、校歌には、「八海」「魚野川」「カタクリ」など南魚沼市にちなんだ
言葉が盛り込まれています。　

３月24日㈯
　南魚沼市のさまざまな魅力を伝え、観光客を含む交流人口の拡大を目
的とした交流大使に、ニューヨーク新潟県人会会長やモンテネグロ名誉
領事を務める実業家の大坪賢

けん

次
じ

さんを委嘱しました。
　大坪さんは、委嘱式で「故

ふる

郷
さと

・南魚沼を離れて、アメリカに渡り、な
かなか故郷を訪問する機会がありませんでした。これからは故郷を訪問
したいと思います。アメリカとヨーロッパとその間の南魚沼市との交流
を図りながら、故郷の発展のために寄与したいと思っております」とあ
いさつをしました。

南魚沼市交流大使の委嘱式を行いました

３月２日㈮・５日㈪・22日㈭・23日㈮
　３月２日㈮と５日㈪に市立６中学校で、22日㈭に総合支援学校で、
23日㈮に市立小学校19校で卒業式が行われました。
　総合支援学校では小学部２人、中学部４人、高等部８人に、市立小学
校では482人に、市立中学校では509人に卒業証書が授与されました。
　総合支援学校では、卒業生たちが、家族、先生、地域の人など支えて
くれた人に向けて、「ありがとう」のパネルを使って感謝の気持ちを伝
えました。

南魚沼市立小中学校と総合支援学校で卒業式が行われました

　石打丸山スキー場内のガンホー・モンスターパイプで、プロスノーボ
ード選手による公開デモンストレーションを行いました。
　デモンストレーションには、平

ピョン

昌
㋠ャン

オリンピックに出場した戸塚優斗選
手と冨田せな選手、バンクーバーオリンピックとソチオリンピックに出
場した青野令選手や冨田るき選手、平野流

る

佳
か

選手、山形泰
やす

聡
あき

選手ら６人
のプロ選手が参加し、世界レベルの滑りを披露しました。プロ選手の後
には市内のジュニア選手も滑り、日ごろの練習の成果を披露しました。

３月17日㈯ オリンピック出場選手がデモンストレーションを行いました

３月12日㈪
　この祭りは、大里地区で毎年３月12日に開催される農業にまつわる
祭礼です。「農具市」の名前でも知られ、春を告げる行事として親しま
れています。一般的な祭りではあまり見かけない農具やわら細工、竹細
工などが露店に並び、一宮神社では田畑の「虫除け」のお札を取り扱い
ます。
　春の陽気の中、多くの人が訪れ雪上に並べられたすげ笠や竹かごなど
を買い求めていました。

大里一宮神社春季大祭が開催されました

オリンピック出場選手がデモンストレーションを行いました

写真は、総合支援学校の卒業式の様子です
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日にち 行事名・時間・会場など

７日㈪
市政懇談会
19：30～20：30　栃窪集落センター

９日㈬
市政懇談会
13：30～14：30　ゆきぐに大和病院 健友館

12日㈯
読書のつどい『人形劇にようこそ！』
14：00～15：30　図書館多目的室

14日㈪
市政懇談会
19：30～20：30　清水ふれあい会館

16日㈬
市政懇談会
19：30～20：30　後山集落センター

18日㈮
市政懇談会
19：30～20：30　辻又地域多目的ホール

19日㈯
DVD上映会『新・恐竜大進撃』（36分）
10：30～11：06　図書館多目的室

20日㈰

猫の譲渡会（魚沼アニマルサポート）
13：00～15：00　イオン六日町店２階
おはなしのじかん
11：00～11：30　図書館多目的室

25日㈮

第5回農業委員会総会
9：00～　大和庁舎３階旧議場
乳幼児親子おはなしの会

「えほんであそぼ」～あじさいをつくろう！～
10：00～11：30　大和公民館

26日㈯
わが子の自立を願う『家族の集い』
13：30～16：00　子ども・若者育成支援センター

カレンダー5 月 の 救 医急 療
救急医療のかかり方
①電話をかける

次の病院に電話で症状を伝えてくだ
さい。重症（意識がないなど）の場合
は119番で救急車を呼んでください。
◆南魚沼市民病院　☎788−1222
◆魚沼基幹病院　　☎777−3200
◆齋藤記念病院（脳神経外科救急）☎773−5111
※電話のかけまちがいにご注意ください
②指示通りに受診する
・電話での指示に従って受診してください。
・スタッフの状況や症状などに応じて、他の医療機関

を案内する場合があります。
・緊急度や重症度の高い順に対応するため、診察の順

番が前後し、待ち時間が長くなる場合があります。
・休日・夜間は検査や人員体制が十分ではないので、

できるだけ通常の診療時間内に受診してください。
◆新潟県『救急医療電話相談』

☎025−284−7119（＃7119でも可）
夜間に具合が悪くなったとき（発熱、頭痛、嘔吐、

下痢など）にご利用ください。
◆新潟県『小児救急医療電話相談』

☎025−288−2525（＃8000でも可）
夜間に子ども（15歳未満）の具合が悪くなったと
き（発熱、けがなど）にご利用ください。

・時間　19：00～翌朝8：00（毎日）
【問合せ】保健課　☎773−6811　「親子での遊び」「子育ての仲間同士の情報交換」

「育児相談」などにご利用ください。
◎対象　乳児～就学前の子どもとその保護者
※六日町会場のみ小学校3年生までの子どもとその

保護者
◎時間　９：30〜15：30
　　　　９：30〜18：00（六日町会場のみ）

※どの会場にも参加できます。予約は不要です
◎お知らせ
　六日町会場 ふれ愛広場では、第2・第４土曜日の
13：30〜14：30にのびのびタイム（親子体操教室）
を開催します（申込み不要）。開催中は、ふれ愛広場
の利用はできません。

【問合せ】子育て支援センター　☎772−7754

大和会場　大和庁舎（３階）
　毎週 月・水・木曜日
　５月17日㈭　11：00～
　支援講座「ミニ音楽会」講師：保育士
六日町会場　イオン六日町店専門店館（１階）
　毎週 月～日曜日（定休日：毎週水曜日）
　５月24日㈭　11：00～
　支援講座「ミニ音楽会」講師：保育士
塩沢会場　塩沢庁舎（北棟２階）
　毎週 火・水・金曜日
　５月16日㈬　11：00～
　支援講座「ミニ音楽会」講師：保育士

ほのぼの広場

◎国の行政制度に対する相談を受け付けています。
５月16日㈬ 13：00〜15：00 市役所本庁舎南分館
５月16日㈬ 13：30〜16：00 塩沢老人福祉センター
５月21日㈪ 13：30〜15：30 大和市民センター

【問合せ】総務課　防災庶務班　☎773−6660

行政
困りごと

相談

⃝人口 57,252人 （先月比 −321）
⃝男 28,020人 （先月比 −118）
⃝女 29,232人 （先月比 −203）
⃝世帯数 19,944人 （先月比 −32）

市民の動き
平成30年
３月末日現在（ ）

　４月初め、中学校の入学式に行ってきま
した。感心したのは、多くのお客さまをお迎えし案内
する、在校生の姿。きちんとした身だしなみと、新入
生を迎える気持ちが伝わってくる態度に好感を持ちま
した。
　緊張した面持ちで入場する新入生の姿に見入りなが
ら、元気に３年間を過ごしてほしいと願いました。

　（秘書広報課　南雲）

編集後記

今月の
表紙

　４月３日㈫、牧之保育園で入園式が行われ
ました。新設して、今年度開園の保育園です。
入園式では、クラスごとに名前が呼ばれ、園
児たちは大きな声で返事をしていました。


